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公益財団法人 仏教伝道協会（平成25（2013）年度の主な活動）
１．出版事業 
｢仏教聖典｣頒布の今（平成25（2013）年度の頒布状況等） 
BDK英訳大蔵経、その他新刊書籍のご案内
｢仏教聖典」を訪ねて
●インタビュー～大学講座でも活用される「仏教聖典」
　京都大学 こころの未来研究センター　特定准教授　熊谷誠慈 師

２．助成・表彰事業
平成25（2013）年度日本人留学生奨学金受給者紹介
平成25（2013）年度外国人留学生奨学金受給者紹介　
●インタビュー 花園大学所属 Osvaldo Mercuriさん、同　芳澤 勝弘 教授

第47回仏教伝道文化賞　
ＢＤＫ東日本大震災復興支援～学生ボランティア活動（宮城県気仙沼市）　
●ボランティア活動を経て～参加学生による各地での展示会開催報告

平成25（2013）年度　その他助成事業 　
●全日本仏教青年会主催　国際仏教徒青年交換プログラム（福島県いわき市）

３．啓蒙活動・支援事業・仏教講座の開催
第43回実践布教研究会（日蓮宗総本山 身延山久遠寺）
第16回仏教音楽祭（浄土真宗本願寺派 築地本願寺）
三田落語会
｢仏教聖典｣を初歩英語で学ぶ会
｢仏教聖典｣を経営に活かす会
｢仏教聖典｣を生活に活かす会
忙しい女性のための坐禅会
●阿純章 師（天台宗 円融寺 住職）を囲んで ：参加者の声をご紹介

BDKシンポジウム～全３回

海外協力機関の活動紹介
 １）北米圏
　　  アメリカ
　　  ハワイ
　　  メキシコ
 ２）欧州圏
　　  ドイツ

“ささえあって”　｢感謝｣
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公益財団法人　仏教伝道協会 
会長　沼田 智秀 

 

 



 
 

 

　  　 　  

　
   　   

　
　

　  　
　

 
 

    

 
　　  
　　  
　　  
 
　　  

　

 

　

 

　 　
　　     

　
　
　
　　   　   
　
　　 　     

 
　　　
　　　
 
　　　
　　　
　　　
　　　
 
　　　
 
　　　
　　　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

仏
教
伝
道
協
会
は
、
株
式
会
社
ミ
ツ
ト
ヨ
の
創
業
者
沼
田

惠
範
が
、
み
仏
の
教
え
を
広
く
世
界
に
弘
め
る
た
め
に
発
願

し
、
有
縁
の
方
が
た
の
ご
協
力
に
よ
り
、
昭
和
40
（
１
９
６

５
）
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
仏
教
聖
典
の
現
代
語
訳
と
外

国
語
訳
に
よ
る
編
集
、
刊
行
と
そ
の
普
及
を
事
業
の
柱
と
し

て
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
を
賜
り
、
着
実
に

そ
の
あ
ゆ
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

  　

平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴

い
、
内
閣
府
よ
り
移
行
認
定
を
受
け
、
平
成
25
（
２
０
１

３
）
年
４
月
１
日
か
ら｢

公
益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会｣

と

名
称
を
改
め
、
よ
り
公
益
性
と
信
頼
性
の
高
い
団
体
と
し
て

新
た
に
出
発
致
し
ま
し
た
。
移
行
に
伴
い
、
財
団
の
目
的
を

「
日
本
文
化
の
基
本
で
も
あ
る
慈
悲
と
共
生
の
仏
教
精
神
と

仏
教
文
化
と
そ
の
学
術
振
興
を
促
進
し
現
代
的
理
解
を
弘

め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
啓
蒙
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性
を

育
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
形
成
す
る
」
と
し
、
さ
ら
な
る
活

動
の
場
を
拡
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

「
公
益
財
団
法
人
」
と
し
て
の
活
動
も
、
無
事
１
年
目
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
、
来
年
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に

は
、
当
財
団
も
設
立
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
特
定
の
宗
派
に
と
ら
わ
れ
ず
、
仏
教
が
持
つ
東
洋
の
叡

知
を
一
人
で
も
多
く
世
界
の
人
々
に
伝
え
る
た
め
の
活
動
や

事
業
を
展
開
し
、
最
終
的
に
は
、
民
族
や
国
家
を
超
え
て
、

人
類
の
平
和
と
幸
福
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に
、
更
に

活
動
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 　

今
後
と
も
、
当
財
団
の
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど

を
、 

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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慈悲と共生の
仏教精神を世界に
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2

出
版
事
業

1

P
ublication

平
成
25（
２
０
１
３
）年
は
、ホ

テ
ル
・
病
院
へ
の
寄
贈
に
加
え
、

平
成
24（
２
０
１
２
）年
よ
り
開

始
し
た
国
内
の
仏
教
系
学
校
・

幼
稚
園
等
へ
の
普
及
版
仏
教
聖

典
の
寄
贈
活
動
に
特
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。入
学
・
卒
業
の
記
念

品
、公
開
講
座
、保
護
者
会
で
の

頒
布
品
、
道
徳
授
業
で
の
副
読

本
、留
学
生
へ
の
日
本
語
紹
介
の

一
助
な
ど
、幅
広
く
活
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
び
の
場
で「
仏
教
聖
典
」に

触
れ
、
釈
尊
の
教
え
を
よ
り
身

近
に
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
豊
か
な
人
間
性
を
育
成
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

本
年
は
洛
南
中
・
高
等
学
校

（
真
言
宗
）、東
大
寺
学
園（
華

厳
宗
）、上
宮
高
等
学
校（
浄
土

宗
）、比
叡
山
高
等
学
校（
天
台

宗
）
、
立
正
大
学
（
日
蓮
宗
）
等

を
始
め
全
３
１
８
校
に
７
４
７

１
６
冊
寄
贈
し
ま
し
た
。

海
外
へ
は
海
外
協
力
機
関
の

他
に
、
ブ
ー
タ
ン
Yeedzin

G
uest H
ouse・
Khangkhu

Resort（
新
規
）
、
ネ
パ
ー
ル

The Dw
arika’s Resort（
補

充
）等
の
南
ア
ジ
ア
の
ホ
テ
ル
、

United N
ation Population

Fund of Bhutan、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
Chakm
a Raj Vhar

Pali  Exam
ination Centerな

ど
の
団
体
や
韓
国
の
曹
渓
寺

（
韓
国
仏
教
界
に
お
け
る
最
大

宗
派
で
あ
る
大
韓
仏
教
曹
渓
宗

の
総
本
山
）
主
催
で
ソ
ウ
ル
に

て
開
催
さ
れ
た「
燃
燈
祝
祭（
花

ま
つ
り
）」で
の
配
布
を
含
め
約

８
万
６
千
冊
を
寄
贈
し
て
い
ま

す
。

仏
教
伝
道
協
会
が
こ
れ
ま
で
頒
布
し
て
き
た「
仏
教
聖

典
」
は
、
翻
訳
言
語
数
46
言
語
、
累
計
発
行
部
数
約
８
３

０
万
冊
以
上
に
及
ん
で
い
ま
す
。

 

〈平成25（2013）年の「仏教聖典」頒布状況〉 1月～12月

 　

ホテル(新規)
ホテル(補充)
病院(新規)
病院(補充)
学校(販売)
学校(寄贈)
寺院(販売)
寺院(寄贈)
一般他販売
書店
寄贈
国内頒布数計
海外協力機関
ホテル
その他
海外頒布数計

件　数 寄贈冊数 販売冊数
20
197
4
14
16
318

17
44

1,760
15,050

28
382

75,014

783

9,266
102,283
80,556
2,009
3,373
85,938

188,221

9,716

4,152

961
1,756

16,585

0
16,585

国　
内

海　
外

204,806総　計

平
成
25（
２
０
１
３
）年
は
、

B
D
K
ア
メ
リ
カ
と
共
同
で
、

「
天
台
・
法
華
経
論
集
」
「
中

阿
含
経

（1）
」
の
2
冊
を
刊
行
し

ま
し
た
。
ま
た
、
4
月
よ
り
大

正
新
修
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ

ー
タ
ベ
ー
ス（
通
称
：
S
A
T
）

上
の
検
索
機
能
を
利
用
し
た

英
訳
大
蔵
経
の
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
検
索
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
国
内

外
か
ら
の
要
望
に
応
え
、
平
成

26
（
2
0
1
4
）
年
2
月
よ
り

仏
教
伝
道
協
会
の
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
で
の
P
D
F
デ
ー

タ
の
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
デ
ー
タ
公
開
に

よ
り
、
英
語
圏
の
読
者
が
仏
教

の
経
典
に
直
接
触
れ
て
い
た

だ
く
機
縁
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

「
英
訳
大
蔵
経
」

デ
ジ
タ
ル
公
開
と
刊
行
状
況

02Activity

公益財団法人 仏教伝道協会

2013年度の主 な 活 動

  

　

 
 

　

 
 

  
 

「
仏
教
聖
典
」

平
成
25（
２
０
１
３
）年
の
頒
布
状
況

01Activity

バングラデシュの僧院にて
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㈱
学
研
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

学
習
マ
ン
ガ『
仏
教
の
ひ
み
つ
』

の
上
製
本
を
、
全
国
５
千
軒
の

児
童
館
と
２
万
６
千
園
の
保
育

施
設
に
寄
贈
し
ま
し
た
。ま
た
、

よ
り
多
く
の
方
が
た
に
ご
活
用

い
た
だ
く
た
め
に
、
普
及
版
の

体
裁
で
も
刊
行
、
全
国
の
寺
院

や
仏
教
系
保
育
施
設
・
児
童
養

護
施
設
を
中
心
に
、
10
冊
以
上

を
頒
布
し
、
大
変
ご
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
毎
年
発
刊
し
て
い
る

「
一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に

は
更
に
改
良
を
加
え
、
紙
リ
ン

グ
式
の
留
め
具
を
採
用
し
、
よ

り
使
い
や
す
く
環
境
に
も
配
慮

し
ま
し
た
。そ
の
解
説
書『
み
ち

し
る
べ
正
し
い
考
え
方
─
正

思
惟
─
』は
、武
蔵
野
大
学
教
授

山
崎
龍
明
師
に
、
31
の
文
言
に

や
さ
し
く
心
に
響
く
お
話
を
つ

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
日
一
訓
カ
レ
ン
ダ
ー
・
み
ち
し
る
べ
『
正
思
惟
』

『
仏
教
の
ひ
み
つ
』
普
及
版
 発
刊

03Activity

 

  

　

 
 

　

 
 

  
 

東京
東京
東京
東京
三重
滋賀
京都
京都
宮城
栃木
栃木
千葉
東京
東京
東京
東京
東京
東京
東京
東京
山梨
愛知
愛知
愛知
愛知
岐阜
岐阜
三重
京都
京都
京都
京都
京都
京都
京都
京都
大阪
大阪
大阪
兵庫
兵庫
岡山
岡山
福岡
福岡
北海道
宮城
栃木
栃木
群馬

大乗淑徳学園
東方学院
淑徳日本語学校
東京仏教学院
高田学苑
叡山学院
京都文教学園
中央仏教学院
聖和学園短期大学
足利工業大学
足利短期大学
淑徳大学
桜美林大学
駒沢女子大学大学院
駒沢女子大学
駒沢女子短期大学
淑徳短期大学
大正大学
武蔵野大学
立正大学
身延山大学
愛知学院大学
愛知学院大学短期大学部
愛知文教女子短期大学
同朋大学
岐阜聖徳学園大学
岐阜聖徳学園大学短期大学部
高田短期大学
京都大学 こころの未来研究センター
京都光華女子大学
京都光華女子大学短期大学部
京都文教大学
京都文教短期大学
花園大学
龍谷大学
龍谷大学短期大学部
四天王寺大学
四天王寺短期大学部
相愛大学
兵庫大学
兵庫大学短期大学部
くらしき作陽大学
作陽音楽短期大学
筑紫女学園大学
筑紫女学園大学短期大学部
双葉高等学校
聖和学園高等学校
足利工業大学附属高等学校
足利短期大学附属高等学校
樹徳高等学校

埼玉
千葉
東京
東京
東京
東京
東京
東京
東京
東京
東京
東京
東京
東京
東京
東京
神奈川
神奈川
山梨
富山
石川
愛知
愛知
愛知
三重
滋賀
京都
京都
京都
京都
京都
京都
京都
京都
京都
大阪
大阪
大阪
兵庫
兵庫
兵庫
奈良
岡山
広島
広島
広島
佐賀
熊本
熊本

淑徳与野中学校･高等学校
国府台女子学院
駒込中･高等学校
駒沢女子中学・高等学校
芝中学･高等学校
淑徳中学校･高等学校
淑徳小学校
淑徳巣鴨中学校･高等学校
淑徳SC中等部・高等部
世田谷学園中学校･高等学校
聖徳学園中学･高等学校
千代田女学園中学校･高等学校
東京立正中学校･高等学校
立正中学校･高等学校
武蔵野女子学院中学校･高等学校
安田学園中学校･高等学校
鶴見大学付属高校
藤嶺学園藤沢高等学校
身延山高校
高岡龍谷高等学校
尾山台高等学校
愛知啓成高等学校
大成高等学校
豊川高等学校
高田中･高等学校
比叡山高等学校
華頂女子高等学校
京都女子高等学校
京都西山高等学校
京都文教中学校･高等学校
京都文教短期大学付属小学校
花園中学高等学校
東山中学･高等学校
洛南中学･高等学校
龍谷大学付属平安中･高等学校
四天王寺高等学校
四天王寺羽曳丘高等学校･中学校
四天王寺学園小学校
神戸国際高等学校
神戸龍谷高等学校
須磨ノ浦女子高等学校
東大寺学園中･高等学校
岡山龍谷高等学校
進徳女子高等学校
崇徳中・高等学校
広島音楽高等学校
龍谷中学校・高等学校
真和中学・高等学校
鎮西中学・高等学校

※この他、平成25（2013）年12月末現在、250校の仏教系保育施設様にご活用いただいています。

 

〈全国に広がる「仏教聖典」の輪〉 ※小学校以上での採用実績　H25.12末現在

　

　

　

　



ま
ず
は
「
仏
教
聖
典
」と
の
出
会

い
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

仏
教
伝
道
協
会
を
設
立
さ
れ
た
沼

田
惠
範
師
が
昔
、
戦
後
間
も
な
い
米

国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
へ
留
学

さ
れ
て
様
々
な
こ
と
を
経
験
さ
れ
る

中
で「
仏
教
」の
伝
道
の
在
り
方
と
い

う
も
の
は
宗
教
者
だ
け
の
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
、「
キ
リ
ス
ト
教
」

の
聖
書
が
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

に
置
い
て
あ
っ
た
の
を
参
考
に
し
て

「
仏
教
聖
典
」
を
つ
く
り
頒
布
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、古
い
考
え
を

大
切
に
し
つ
つ
も
、
良
い
と
思
っ
た

も
の
は
何
で
も
取
り
入
れ
る
と
い
う

ご
姿
勢
に
強
い
共
感
を
覚
え
ま
し

た
。た
だ
、私
の
個
人
的
な
印
象
と
し

て
、
当
時
は
そ
の
よ
う
に
〝
革
新
的
〟

で
あ
っ
た
仏
教
伝
道
協
会
さ
ん
の
活

動
も
、今
や〝
伝
統
的
〟な
域
に
入
っ

て
き
た
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

永
年（
仏
教
伝
道
協
会
の
）存
在
そ

の
も
の
は
存
じ
上
げ
て
い
ま
し
た

が
、
設
立
さ
れ
て
50
年
が
経
と
う
と

す
る
（
仏
教
伝
道
協
会
は
平
成
27
年

に
設
立
50
周
年
を
迎
え
る
）
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
自
分
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

参
加
し
て
い
る
〝
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

な
僧
侶
た
ち
〟（
様
々
な
宗
派
の
僧
侶

た
ち
で
構
成
・
運
営
さ
れ
て
い
る
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
）
で
活
動
を
共
に
す

る
僧
侶
の
友
人
に
あ
る
も
の
を
紹
介

さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
「
仏
教
聖

典
」で
、こ
れ
を
使
っ
て
私
が
担
当
し

て
い
る
各
大
学
の
講
座
で
、
若
い
学

生
さ
ん
た
ち
向
け
に
授
業
を
し
て
み

た
ら
お
も
し
ろ
い
の
で
は
、ま
た
、仏

教
へ
の
興
味
の
浅
い
学
生
さ
ん
た
ち

も
入
門
的
に
仏
教
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
、
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

で
は
、
大
学
講
座
に
て
、実
際
ど

の
よ
う
に「
仏
教
聖
典
」を
ご
活
用
い

た
だ
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

最
近
ど
の
大
学
で
も
同
じ
傾
向
に

は
あ
る
の
で
す
が
、
あ
る
特
定
の
宗

教
、宗
派
の
こ
と
だ
け
を（
布
教
と
い

う
観
点
で
）
伝
え
る
と
い
う
の
は
難

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。こ
う
し
た
状
況
を
考
え
ま
す
と
、

出
来
る
だ
け
客
観
的
な
目
線
で
知
識

を
伝
え
る
と
い
う
姿
勢
が
現
在
の
大

学
の
宗
教
教
育
に
お
い
て
求
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
事
情
か
ら
、
こ
れ
ま
で

授
業
で
は
レ
ジ
ュ
メ
形
式
や
チ
ャ
ー

ト
形
式
な
ど
で
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ

ク
に
概
説
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
対
し
て「
仏
教
聖
典
」は
読
み
物

で
す
か
ら
、
図
式
的
な
理
解
を
損
ね

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
お
り

ま
し
た
。で
す
が
、実
際「
仏
教
聖
典
」

を
よ
く
見
る
と
時
系
列
的
に
し
っ
か

り
し
て
い
る
上
に
典
拠
が
細
か
く
示

し
て
あ
っ
た
の
で
、
授
業
で
も
安
心

し
て
使
え
る
な
と
思
い
ま
し
た
。「
仏

教
聖
典
」
で
は
、
多
数
の
経
典
引
用

が
、
編
集
者
の
意
図
の
も
と
に
し
っ

か
り
と
組
み
直
し
て
あ
る
の
で
、
安

心
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。特

に
使
い
や
す
か
っ
た
の
は
〝
お

し
え
〟（
５
章
か
ら
成
る「
仏
教
聖
典
」

内
第
２
番
目
の
項
目
）
の
部
分
で
し

た
。
仏
教
学
の
授
業
の
中
で
は
、
歴

史
、
思
想
の
二
側
面
か
ら
授
業
を
行

う
構
成
を
と
っ
て
い
ま
す
。
授
業
の

中
で
は
、
単
な
る
教
義
概
説
に
と
ど

ま
ら
ず
具
体
例
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
実
感
を
以
て
伝
え
る
こ
と
が

出
来
た
ら
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

こ
の〝
お
し
え
〟の
章
は
、意
外
と
論

理
的
に
説
明
し
て
い
る
と
同
時
に
堅

苦
し
く
な
く
、
実
践
を
念
頭
に
お
い

4

「仏教聖典」の頒布を軸に活動の場をひろげてきた仏教伝道協
会ですが、多様化する社会のニーズの中で、近年様々な場面で活
用されています。本日は、この「仏教聖典」を教育現場にてご活
用いただいている京都大学こころの未来研究センター・上廣こ
ころ学部門特定准教授の熊谷誠慈先生にお話を伺いました。

◎聞き手・撮影=公益財団法人 仏教伝道協会　江口 郁
◎場所=京都大学　こころの未来研究センター

｢仏教聖典｣を訪ねて
特 別 イ ン タ ビ ュ ー

京都大学　特定准教授

熊谷 誠慈師 に聞く

Q
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て
い
る
た
め
、
読
者
に
と
っ
て
は
よ

り
身
近
に
仏
教
を
感
じ
取
り
、
実
践

へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
と
同
じ
で

す
が
、
少
し
上
達
す
る
と
グ
リ
ー
ン

に
出
て
み
た
く
な
る
、
単
純
な
理
論

を
頭
の
中
に
入
れ
る
と
実
践
し
て
み

た
く
な
る
、
そ
う
い
う
心
理
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

実
際
に
「
仏
教
聖
典
」
を
ご
活
用

い
た
だ
い
た
訳
で
す
が
、
学
生
た
ち

の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
？
又
、
使
用
し
て
み
た
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

い
わ
ゆ
る
体
系
的
な
知
識
に
加
え

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
用
語（
キ
ー
ワ

ー
ド
）毎
に
ブ
ッ
ダ
の
生
の
言
葉
を
届

け
よ
う
と
い
う
試
み
だ
っ
た
の
で
す

が
、複
数
の
学
生
さ
ん
た
ち
か
ら
好
意

的
な
反
応
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
。

ブ
ッ
ダ
の
言
葉
を
聞
け
た
こ
と

で
、
よ
り
仏
教
に
対
す
る
親
近
感
が

わ
い
た
、
ブ
ッ
ダ
像
に
近
づ
け
た
こ

と
に
よ
っ
て
仏
教
に
対
し
て
も
よ
り

親
し
み
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
、
と

い
う
よ
う
な
感
想
を
得
ま
し
た
。
ま

た
別
の
学
生
さ
ん
は
余
っ
た
時
間

で
、
授
業
で
は
使
用
し
な
か
っ
た
部

分
も
読
ん
で
み
た
と
、
そ
し
て
読
ん

で
い
る
内
に
面
白
く
て
全
て
読
み
切

っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
な
の
で
す
。
授

業
で
の
き
っ
か
け
が
な
け
れ
ば
、
お

そ
ら
く
こ
の
学
生
さ
ん
は
「
仏
教
聖

典
」
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
ま
ま
だ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
ブ
ッ

ダ
の
言
葉
を
伝
え
よ
う
と
す
る
の
な

ら
ば
、
レ
ジ
メ
に
引
用
文
を
載
せ
る

だ
け
で
も
良
い
の
で
す
が
、
そ
の
場

合
は
、
そ
の
文
章
の
み
し
か
理
解
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
し
、
当
然
そ

の
前
後
の
文
脈
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
レ
ジ
ュ
メ
の
よ
う
な
コ
ピ
ー

資
料
で
あ
れ
ば
、
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
が

書
い
て
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ぞ
ん
ざ

い
に
扱
っ
た
り
、
平
気
で
ゴ
ミ
箱
に

捨
て
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、〝
聖
典
〟と
い
う
形
で
配
布
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
さ
ん
た
ち
も

ブ
ッ
ダ
の
言
葉
を
よ
り
丁
寧
に
扱
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
こ
の

持
ち
運
び
や
す
い
サ
イ
ズ
が
、
荷
物

の
多
い
学
生
さ
ん
た
ち
で
も
簡
単
に

持
ち
運
べ
楽
に
取
り
出
せ
る
点
で

も
、大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、

こ
ち
ら
と
し
て
も
使
用
し
て
良
か
っ

た
な
と
思
う
点
で
し
た
。

現
在
ま
で
に
、世
界
各
国
の
教
育

機
関
に
て
活
用
さ
れ
て
い
る
「
仏
教

聖
典
」で
す
が
、日
本
の
教
育
現
場
で

の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

特
に
日
本
の
戦
後
教
育
の
中
で

は
、
宗
教
的
な
要
素
を
公
的
な
教
育

現
場
に
持
ち
込
む
と
い
う
こ
と
は
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
、現
在
に
お
い
て
も
、特
に
公
立
の

小
学
校
や
中
学
校
で
は
難
し
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。と
い
う
の
も
、出
来
る

だ
け
中
立
的
な
立
場
で
、
と
の
考
え

を
常
に
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
で
、

特
定
の
宗
教
や
経
典
だ
け
を
も
ち
だ

す
と
い
う
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
学
校
現
場
で
の
教
育
は
１

日
あ
た
り
た
っ
た
の
５
〜
７
時
間
程

度
で
す
よ
ね
。
教
育
と
い
う
の
は
２

４
時
間
で
す
。挨
拶
、食
事
、掃
除
１

つ
と
っ
て
も
そ
れ
は
教
育
で
す
よ

ね
。
実
際
学
校
に
い
る
時
間
以
外
の

時
間
の
方
が
長
い
わ
け
で
す
か
ら
、

私
個
人
と
し
て
は
余
り
そ
こ
（
公
的

な
教
育
現
場
）
だ
け
に
固
執
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
む
し

ろ
、
可
能
な
形
で
宗
教
教
育
が
出
来

れ
ば
良
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
の
若
い
人
の
宗
教
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
場
合
が

多
い
で
す
よ
ね
。
特
に
大
学
の
１
年

生
の
学
生
さ
ん
な
ど
に
「
宗
教
の
印

象
は
？
」と
聞
い
て
み
る
と
、往
々
に

し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
答
え
が
返
っ
て

き
ま
す
が
、
そ
れ
は
オ
ウ
ム
真
理
教

の
影
響
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
最
近
の
人
は
そ
の
事
件
自

体
は
知
ら
な
く
て
も
、
文
字
情
報
と

し
て
知
っ
て
い
ま
す
し
、
テ
ロ
活
動

な
ど
に
イ
メ
ー
ジ
が
結
び
つ
い
て
い

っ
て
し
ま
い
ま
す
。〝
宗
教
〟に
関
し

て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
偏
っ
た
認
識
を
す
る
こ

と
は
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
信
仰
心

と
は
別
の
次
元
で
勉
強
し
て
お
く
べ

き
だ
と
思
う
の
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
を
目
指
し
て

い
く
今
後
を
生
き
る
人
た
ち
は
、
１

つ
の
教
養
と
し
て
、
少
な
く
と
も
文

化
的
背
景
と
し
て
も
互
い
の
宗
教
を

知
り
理
解
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
宗
教
を
知

ら
な
く
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
は

可
能
で
す
が
、
必
ず
そ
の
後
ろ
に
は

人
、そ
の
後
ろ
に
は
文
化
、そ
の
更
に

後
ろ
に
は
精
神
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と

思
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も

あ
り
、今
後
の
教
育
現
場
で
は
、布
教

と
は
異
な
る
視
点
か
ら
宗
教
教
育
を

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
あ
っ
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
際
に
は
、こ

ち
ら
の「
仏
教
聖
典
」を
活
用
し
た
い

で
す
ね
。

た
だ
、
教
育
現
場
に
い
る
そ
れ
ぞ

れ
の
教
師
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

面
に
即
し
た
か
た
ち
で
使
用
出
来
る

よ
う
、「
仏
教
聖
典
」の
構
成
を
再
度

組
み
直
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
か
、

教
材
の
プ
ロ
と
協
力
し
な
が
ら
、〝
教

材
〟
と
し
て
活
用
が
出
来
る
も
の
を

編
纂
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
よ
り
多

く
の
教
師
が
授
業
の
中
で
活
用
出
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
　
＊
　
＊

「
仏
教
聖
典
」を
ご
活
用
い
た
だ
い

て
い
る
教
育
機
関
は
、平
成
25（
２
０

１
３
）
年
だ
け
で
も
日
本
全
国
３
１

８
校
、約
７
万
５
千
冊
を
寄
贈
、様
々

な
場
面
で
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。熊

谷
先
生
も
仰
っ
て
い
た
だ
い
た

通
り
、〝
布
教
で
は
な
い
宗
教
教
育
〟

を
ひ
ろ
く
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、よ
り
良
い
人
格
形
成
を
促
し
、グ

ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
も
偏
見
な
く
活

躍
の
出
来
る
学
生
た
ち
の
育
成
が
望

ま
れ
ま
す
が
、そ
の
一
助
と
し
て「
仏

教
聖
典
」
が
今
後
も
お
役
に
立
て
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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「
日
本
人
留
学
生
奨
学
金
制

度
」
は
、
日
本
か
ら
海
外
に
渡

り
国
際
的
な
視
野
を
養
い
、
将

来
の
仏
教
学
術
振
興
に
貢
献
し

う
る
日
本
人
の
若
手
研
究
者
を

育
成
し
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

に
設
立
し
ま
し
た
。

第
２
回
目
と
な
る
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
度
は
、
審
査

委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
審
議
の

結
果
、
下
記
２
名
が
（
五
十
音

順
に
記
載
）
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
（
※
支
給
内
容
の
詳
細
、

応
募
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は

仏
教
伝
道
協
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

岸 清香さん

■現在所属機関／

■予定所属機関／
■研 究 内 容／

渡辺 俊和さん

■現在所属機関／

■予定所属機関／

■研 究 内 容／
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受給者感想
第１回第１回第１回１回第─

当
協
会
の
奨
学
金
へ
応
募
さ

れ
た
き
っ
か
け
は
？
ま
た
受
給
し

て
良
か
っ
た
こ
と
、受
給
後
の
展
望

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
に
開
催

さ
れ
た
あ
る
国
際
学
会
に
参
加
し

た
際
、同
じ
く
参
加
者
の
先
生
か
ら

当
奨
学
金
の
募
集
に
つ
い
て
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。既
に
そ
の
と
き
に

は
現
在
の
所
属
先
で
あ
る
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
に
居
り
、滞
在
の
延
長
を

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。所
属

先
を
自
由
に
選
べ
る
点
と
既
に
海

外
で
研
究
を
行
っ
て
い
る
場
合
も

応
募
が
可
能
な
点
が
、わ
た
し
の
条

件
に
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま
っ
た

の
で
、す
ぐ
に
応
募
を
決
め
て
準
備

を
し
ま
し
た
。

応
募
を
し
て
か
ら
そ
の
年
の
年

末
に
は
結
果
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、奨
学
金
を
受
給
出
来
る
と
決
ま

っ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。引
き
続
き
受
け
入
れ
て
下
さ
っ

た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
van der

Kuijp教
授
も
結
果
を
聞
い
て
大
変

喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

１
年
間
長
く
同
大
学
に
滞
在
出

来
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
23
（
２
０

１
１
）年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
新

出
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献『
ラ
デ
ィ
ン

寺
史
』
Rgyal ba'i dben gnas

rwa sgreng gi bshad pa nyi

m
a'i 'od（
13
世
紀
成
立
）
に
対
す

る
研
究
の
成
果
を
本
と
し
て
出
版

す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
、
そ
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
昨
年
発
足
し
た
ば
か
り
の
｢日
本
人
留
学
生
奨
学
金
｣制

度
で
す
が
、
早
速
、
第
１
回
奨
学
生
よ
り
届
い
た
実
際
に
受

給
し
て
み
て
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
25（
２
０
１
３
）年
度
 第
１
回
奨
学
生
 

井
内

真
帆
氏

Post-Doctoral Associate, Departm
ent of

South Asian Studies, Harvard University

S
upport / C

om
m

endation

助
成
・
表
彰
事
業

2

公益財団法人 仏教伝道協会

2013年度の主 な 活 動

  

　

 
 

　

 
 

  
 

２
０
１
３
年
度
 BDK
Fellowship

「
日
本
人
留
学
生
奨
学
金
」制
度
の
ご
紹
介

筑波大学大学院　一貫制博士課程
人文社会科学研究科　大学院生
ライデン大学地域研究研究所
大乗菩薩とは何者か
―大乗経典及び瑜伽行唯識学派の諸論
書に対する註釈書群の比較検討―

オーストリア科学アカデミー
アジア文化・思想史研究所 
オーストリア科学アカデミー
アジア文化・思想史研究所
インド大乗仏教における論理学思想
の受容とその系譜
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─
ま
ず
は
お
二
人
の
出
会
い

は
？
。

芳
澤
先
生
初
め
て
私
が
オ
ズ
ヴ
ァ

ル
ド
さ
ん
に
会
っ
た
の
は
、
彼
が
立

命
館
大
学
に
在
籍
し
て
い
て
そ
の
後

本
学（
花
園
大
学
）に
入
っ
て
き
た
時

で
し
た
。
色
ん
な
研
究
者
の
方
が
た

か
ら
彼
の
話
は
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
当
時
は
私
が
直
接
指
導
し
て
い

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
言

葉
を
た
だ
読
む
だ
け
で
は
な
く
そ
の

背
景
に
あ
る
も
の
ま
で
も
読
み
解
い

て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
出
来

な
い
と
禅
の
研
究
は
出
来
な
い
と
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
言
っ
た
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
立
命
館
大
学
は
素

晴
ら
し
い
大
学
で
す
が
、
こ
の
大
学

（
花
園
大
学
）
に
来
れ
ば
臨
済
禅
を

学
ぶ
と
い
う
点
で
は
、
資
料
も
豊
富

で
す
し
、絶
対
的
に
良
い
だ
ろ
う
、と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。

─
B
D
K
Fellow
shipへ
応
募

し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？
ま
た

採
用
が
決
ま
っ
た
と
き
の
お
気
持
ち

は
？

メ
ル
ク
ー
リ
氏
こ
の
花
園
大
学
と

縁
の
あ
っ
た
仏
教
学
研
究
者
の
方
が

た
に
勧
め
て
い
た
だ
き
、
色
々
と
お

話
を
伺
っ
た
上
で
大
変
良
い
機
会
だ

と
思
い
直
ぐ
に
応
募
を
決
め
ま
し

た
。決

ま
っ
た
時
は
嬉
し
さ
が
爆
発
し

ま
し
た
ね
。
ま
ず
採
用
数
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
し
、
世
界
中
か
ら
優
秀
な

研
究
者
が
応
募
し
て
く
る
上
に
審
査

平成25（2013）年度の採用は3名。今回はそのうちの１名、花園大学国際禅学研究所に在
籍中のイタリア人研究員、メルクーリ・オズヴァルド氏とその指導教授である同大学同研究
所教授・副所長の芳澤勝弘先生にお話を伺いました。終始和やかに進められたインタビュー
は、メルクーリ氏と芳澤先生の信頼関係を裏付けるような、温かい雰囲気の中、笑顔の絶え
ない時間となりました。
◎聞き手・撮影=公益財団法人 仏教伝道協会　江口 郁
◎場所=花園大学　国際禅学研究所

平成25（2013）年度受給者インタビュー

「
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
」は
、海
外
か
ら
来
日
し
仏
教
研
究
を
す

る
外
国
籍
の
学
者
、研
究
者
ま
た
は
学
生
に
対
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
国

に
戻
り
、
日
本
で
学
ん
だ
仏
教
精
神
、
文
化
等
を
学
問
を
通
じ
、
弘
く
世

界
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
平
成
３（
１
９
９
１
）年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
奨
学
金
審
査
委
員
会
は
平
成
26

（
２
０
１
４
）年
度
ま
で
に
第
24
回
を
数
え
、の
べ
60
名
の
素
晴
ら
し
い

人
材
を
採
用
し
て
参
り
ま
し
た
。元
受
給
者
の
多
く
は
現
在
、世
界
各
国

に
て
仏
教
学
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
外
国
人
留
学
生
奨
学
金
制
度
」
の
ご
紹
介
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基
準
も
大
変
厳
し
い
と
聞
い
て
い
ま

し
た
の
で
、
ま
ず
採
用
は
難
し
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
決
ま
っ
た
と
知

っ
た
時
に
は
大
変
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
す
ぐ
に
芳
澤
先
生
は
じ
め
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
先
生
方
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

─
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
と
そ
の

内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。
又
こ
ち
ら

の
テ
ー
マ
を
選
ば
れ
た
理
由
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

メ
ル
ク
ー
リ
氏
一
般
的
に
い
う
と

私
の
研
究
は
「
鎌
倉
・
室
町
時
代
の

臨
済
宗
の
歴
史
と
思
想
」
な
の
で
す

が
、そ
の
中
で
特
に「
大
燈
国
師
」の

名
で
知
ら
れ
る「
宗
峰
妙
超
」と
い
う

昔
の
僧
侶
の
思
想
の
研
究
で
す
ね
。

文
献
を
読
ん
で
、
そ
こ
か
ら
い
わ
ゆ

る
禅
の
ス
タ
イ
ル
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
大
燈
国
師
と
い

う
人
物
は
、
日
本
の
臨
済
宗
の
歴
史

の
中
で
と
て
も
重
要
な
人
物
で
、
今

現
在
日
本
に
生
き
て
い
る
臨
済
宗
の

僧
侶
た
ち
は
皆
、
大
燈
国
師
か
ら
繋

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。応�

燈
関（
お
う
と
う
か
ん
）と
い

う
一
柳
が
あ
っ
て
研
究
す
る
価
値
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
そ
の
研
究
は
未
完
成
と
い
う

か
、ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
、今
現
在

は
そ
の
大
燈
国
師
を
取
り
上
げ
て
い

る
研
究
者
は
殆
ど
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
私
は
既
に
研
究
さ
れ
た

文
献
と
未
研
究
と
さ
れ
る
文
献
の
両

方
を
同
時
に
取
り
上
げ
て
、
い
わ
ゆ

る「
大
燈
禅
」、大
燈
国
師
特
有
の
禅

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

＊
お
う
と
う
か
ん
／
応
…
大
応
国
師
、

燈
…
大
燈
国
師
、
関
…
関
山
慧
玄

イ
タ
リ
ア
に
居
た
と
き
に
夢
窓

国
師
を
テ
ー
マ
と
し
て
選
ん
で
卒

業
論
文
を
書
い
た
の
で
す
が
、
夢
窓

国
師
を
勉
強
す
る
際
に
、
ど
う
し
て

も
同
時
期
に
存
在
し
て
い
た
大
燈

国
師
と
の
比
較
を
す
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
大
燈
国
師
の
お
も
し

ろ
さ
と
厳
し
さ
、
そ
の
鋭
い
思
想
に

気
付
い
て
、
そ
の
時
点
で
ま
だ
ま
だ

大
燈
国
師
の
研
究
は
さ
ほ
ど
進
ん

で
い
な
い
現
状
を
知
っ
た
の
で
、
こ

ち
ら
の
研
究
を
す
べ
き
だ
と
思
い

直
し
ま
し
た
。

一
見
と
て
も
無
謀
に
見
え
る
大
変

な
研
究
テ
ー
マ
な
の
で
す
が
、
同
時

に
大
変
面
白
い
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
研
究
を
し
て
い
く
上
で
い

く
つ
か
の
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
の

で
す
が
、１
つ
は
言
葉
、語
彙
の
問
題

で
す
。
そ
の
時
代
の
漢
文
は
日
本
で

独
自
に
発
展
し
て
き
た
漢
文
で
あ
り

中
国
の
漢
文
と
も
ま
た
異
な
る
の

で
、
そ
も
そ
も
文
章
や
単
語
の
意
味

が
分
か
ら
な
い
、
つ
ま
り
基
礎
の
研

究
が
必
要
で
す
。
沢
山
の
同
じ
よ
う

な
例
文
を
集
め
て
同
じ
単
語
、
同
じ

表
現
を
集
め
て
、
そ
こ
か
ら
意
味
を

探
る
と
い
う
難
し
く
て
時
間
の
か
か

る
作
業
な
の
で
す
が
、
そ
れ
は
絶
対

的
に
必
要
で
す
ね
。
辞
書
を
引
い
て

み
て
も
、
結
局
殆
ど
の
場
合
当
て
は

ま
る
も
の
が
な
く
、
思
想
を
論
じ
る

以
前
の
問
題
で
、
ま
ず
文
章
の
意
味

が
分
か
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か

ら
、
そ
れ
を
今
ま
さ
に
芳
澤
先
生
に

ご
指
導
い
た
だ
い
て
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
な
の
で
す
。

芳
澤
先
生
今
彼
が
行
っ
て
い
る
研

究
は
、例
え
る
な
ら
ば
、前
人
未
踏
の

岩
山
を
登
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
先

人
が
登
っ
た
ル
ー
ト
が
あ
る
わ
け
で

も
な
い
、ま
た
、先
人
の
使
っ
た
良
い

道
具
が
あ
る
の
で
も
な
い
。
何
の
道

具
も
な
く
登
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
よ
う
な
、
大
変
険
し
い
も
の

で
す
。
も
し
先
人
の
残
し
て
く
れ
た

素
晴
ら
し
い
道
具
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
時
に
は
邪
魔
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。ま
た
、そ
う
い
う
装
備
ば
か
り
を

余
り
気
に
す
る
と
、
重
さ
で
落
っ
こ

ち
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
で

す
。つ
ま
り
、常
に
偏
見
な
く
身
軽
な

状
態
で
進
ん
で
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ら

は
１
つ
の
方
法
論
の
例
え
で
す
。
あ

る
意
味
で
は〝
禅
的
〟な
方
法
な
の
で

す
が
、道
具
も
含
め
て
、徹
底
的
に
自

分
の
頭
で
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
未
踏
の
ル
ー
ト

を
切
り
開
き
な
が
ら
、
そ
の
た
め
の

道
具
も
同
時
に
作
っ
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
。
道
具
が
出
来
る
の
を

待
っ
て
い
た
の
で
は
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
始
ま
ら
な
い
、
そ
う
い
う
状
況

で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
参
考
に
す
べ
き
先
行

研
究
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
と
大
燈
国

師
研
究
の
分
野
で
は
、
ま
だ
ま
だ
整

理
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

か
つ
て
、
世
界
的
な
〝
禅
ブ
ー
ム
〟

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
が
本
当
の
〝
禅
〟
な
の
か
と
い
う

と
、ま
た
別
問
題
で
す
。そ
の
時
代
に

出
た
成
果
も
あ
ら
た
め
て
再
検
討
し

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
代
で

は
さ
ら
に
色
々
な
こ
と
が
解
明
さ
れ

て
き
て
、
今
ま
さ
に
そ
の
次
の
段
階

に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

と
に
か
く
、
大
燈
国
師
を
研
究
テ

ー
マ
に
選
ん
だ
の
は
、
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
、
ま
ず
競
争
率
ゼ
ロ
に
近
い

の
で
す
か
ら
ね
（
笑
）

メ
ル
ク
ー
リ
氏
確
か
に
そ
の
通
り

で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
先
行
研

究
者
と
の
競
争
は
あ
り
ま
す
が
。

芳
澤
先
生
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な

彼
が
行
っ
て
い
る
研
究
は

前
人
未
踏
の
岩
山
を
登
る
よ
う
な
も
の
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た
が
頑
張
っ
て
こ
の
山
を
登
る
こ
と

が
出
来
れ
ば
、
常
に
第
一
人
者
な
る

と
い
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

メ
ル
ク
ー
リ
氏
西
洋
で
い
う
禅
の

イ
メ
ー
ジ
は
か
な
り
固
定
的
な
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
禅
と
い

う
言
葉
も
一
人
歩
き
し
て
い
て
、
誤

解
に
近
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
も
う
少
し
深
く
研
究
し
て
禅

の
理
解
が
よ
り
正
確
な
も
の
と
な
る

よ
う
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。

芳
澤
先
生
日
本
で
も
誤
解
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。文
字
で
話
し
た
り
、文

章
で
書
い
て
は
い
け
な
い
、
そ
れ
が

禅
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
は
確

か
で
す
が
、
文
字
を
使
っ
て
は
い
け

な
い
な
ん
て
こ
と
は
な
い
。
禅
宗
は

じ
つ
は
最
も
文
献
が
多
い
宗
派
で
も

あ
り
ま
す
。
み
ん
な
が
み
ん
な
黙
っ

て
い
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
話
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

三
島
由
紀
夫
も
強
く
影
響
を
受
け

た
と
さ
れ
、
晩
年
は
失
明
し
た
臨
済

宗
の
老
師
で
、
現
代
の
白
隠
禅
師
と

も
呼
ば
れ
た
山
本
玄
峰
老
師
と
い
う

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。あ
る
と
き
、招

か
れ
て
単
身
で
ロ
ン
ド
ン
に
行
か
れ

た
。
空
港
に
お
迎
え
の
人
が
来
て
い

た
が
、
ど
こ
に
い
る
の
か
が
老
師
に

は
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
。
そ
の
と

き
に
、
老
師
は
広
い
空
港
ロ
ビ
ー
で

大
音
一
声
、〝
喝
ア
ア
ア
ア
ー
ッ
〟と

や
ら
れ
た
。
お
迎
え
に
来
て
い
た
人

は
た
だ
ち
に
老
師
の
所
在
を
分
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
好
き
な

話
で
、〝
禅
的
〟と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
を
よ
く
表
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
、研
究
者
の
場
合
、こ
れ
と

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
も
意
味
が

な
い
の
で
す
。
極
論
を
言
え
ば
30
頁

白
紙
の
論
文
だ
と
か
、
一
文
字
〝
喝
〟

と
だ
け
書
い
た
論
文
な
ん
て
採
用
さ

れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
研
究
の
場
合
は
や

は
り
適
切
な
言
葉
に
よ
る
説
明
が
必

要
に
な
る
わ
け
で
す
。
研
究
は
や
は

り〝
こ
と
ば
〟で
す
。宗
教
家
の
場
合

は
厳
し
い
修
行
を
し
て
、
ま
た
社
会

に
戻
っ
て
来
て
、
社
会
の
た
め
に
働

い
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
訳

で
す
。
単
な
る
言
葉
の
上
で
の
研
究

で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
を
研

究
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
も

自
覚
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
ね
。

─
芳
澤
先
生
か
ら
ご
覧
に
な
っ

て
、
オ
ズ
ヴ
ァ
ル
ド
さ
ん
の
現
在
ま

で
の
研
究
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価

さ
れ
ま
す
か
？
又
今
後
ど
の
よ
う
な

成
果
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
？

芳
澤
先
生
ま
ず
は「
大
燈
国
師
」の

思
想
の
研
究
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

余
り
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す

が
、そ
う
い
う
点
で
も
、正
面
か
ら
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
が
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

古
い
資
料
、
例
え
ば
写
本
な
ど
、

中
々
面
倒
な
こ
と
は
日
本
人
は
取
り

組
ま
な
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

も
の
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
し
、
地
道
な
姿
勢
が
い
ず

れ
は
必
ず
実
を
結
ぶ
の
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

問
題
点
に
気
付
く
、
細
か
い
と
こ

ろ
に
こ
だ
わ
る
と
い
う
感
覚
が
、
彼

は
鋭
い
と
い
う
か
と
て
も
良
い
点
だ

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
論
文
を
仕
上
げ
て
も
ら
い

た
い
で
す
が
、
そ
れ
が
完
成
し
た
ら

世
界
に
発
信
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
の
穴

を
掘
ろ
う
と
し
た
ら
、
直
径
で
い
う

と
何
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
掘
り
は

じ
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
矛
盾
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
深
く
掘
る
た

め
に
は
広
く
掘
り
始
め
な
く
で
は
い

け
な
い
ん
で
す
。

日
本
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
ひ
ろ

い
視
野
で
常
に
色
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
彼
の

脳
み
そ
は
イ
タ
リ
ア
製
で
性
能
が
良

い
の
で
、
き
っ
と
色
ん
な
こ
と
を
吸

収
し
て
い
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す

（
一
同
笑
い
な
が
ら
）。ど
ん
な
学
問

に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
ひ
ろ
く

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
深
ま
る
の
だ
と

思
う
の
で
す
。ま
た
、禅
は
あ
く
ま
で

宗
教
な
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
研
究

で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な

い
。
研
究
を
生
活
の
為
だ
け
に
し
て

い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
う
い

う
研
究
で
は
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
宗
教
は
人
間
の
生
き
方
に
深
く

関
わ
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
研
究
成

果
を
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
に
、
宗

教
や
思
想
の
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う

に
、
一
生
を
か
け
て
是
非
社
会
に
還

元
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
、是
非

日
本
の
文
化
・
風
習
に
も
興
味
を
持

ち
学
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

メ
ル
ク
ー
リ
氏
こ
う
い
っ
た
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
下
さ
る
の
は
本
当

に
刺
激
に
な
り
ま
す
の
で
素
直
に
嬉

し
い
で
す
。

─
で
は
B
D
K
Fellow
ship受

給
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

メ
ル
ク
ー
リ
氏
も
う
少
し
日
本
に

滞
在
し
て
こ
の
研
究
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
し
、
も
っ
と
先
の
夢

と
し
て
は
、
こ
の
研
究
を
仕
事
と
し

て
続
け
、
プ
ロ
の
研
究
者
と
し
て
独

り
立
ち
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
理

想
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
者

と
し
て
研
究
に
没
頭
し
、
翻
訳
作
業

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
研
究
が
す

す
め
ば
、
そ
の
先
に
は
人
に
教
え
る

禅
の
理
解
が
よ
り
正
確
な
も
の
と
な
る
よ
う

伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
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と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

現
在
西
洋
人
の
中
で
そ
れ
を
同
じ

西
洋
人
に
伝
え
ら
れ
る
人
は
少
な
い

の
で
、
ど
う
い
う
形
か
は
ま
だ
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
自
ら
が
そ
う
い
っ
た

存
在
に
な
っ
て
い
け
た
ら
、
と
も
思

い
ま
す
。
現
状
で
は
母
国
イ
タ
リ
ア

の
大
学
で
の
教
職
は
考
え
ら
れ
な
い

の
で
す
が
、
状
況
が
変
わ
れ
ば
そ
の

可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
し
か
し
こ
う
い
う
研
究
は
あ
る

程
度
の
成
果
が
出
る
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
る
も
の
で
、
日
本
で
先
生
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
中
々

そ
こ
ま
で
は
到
達
出
来
な
い
と
思
い

ま
す
。

や
は
り
欧
米
人
と
日
本
人
や
中
国

人
の
研
究
者
で
は
基
礎
知
識
の
差
が

大
き
い
の
で
、
そ
れ
こ
そ
子
供
が
学

ぶ
か
の
如
く
ゼ
ロ
か
ら
勉
強
し
な
く

て
は
、
な
か
な
か
研
究
と
い
う
域
ま

で
は
辿
り
着
か
な
い
の
で
、
そ
れ
ら

を
補
う
為
に
、
出
来
る
だ
け
長
い
時

間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
日
本
で
研

究
を
進
め
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

─
実
際
に
B
D
K
Fellow
ship

を
受
給
す
る
立
場
に
な
り
、
ま
た
受

給
者
を
指
導
す
る
立
場
に
な
ら
れ

て
、
何
か
お
気
づ
き
の
点
は
あ
り
ま

す
か
？

メ
ル
ク
ー
リ
氏
ま
ず
第
一
に
は
、

日
本
で
し
っ
か
り
と
研
究
が
出
来
る

よ
う
に
と
配
慮
さ
れ
て
い
る
点
が
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
経
済
的
に

も
心
配
す
る
こ
と
な
く
、
健
康
保
険

な
ど
も
あ
り
本
当
に
有
り
難
い
限
り

で
す
。
個
人
差
は
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
生
活
費
と
し
て
支
給
さ
れ
て

い
る
額
は
貯
金
で
き
る
位
充
分
で
、

私
の
場
合
は
、
そ
れ
を
ま
た
自
分
の

研
究
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
安
心
し
て
先
を
見
越
し
た
研
究
計

画
を
立
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。研

究
者
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
若
い

私
で
す
が
、
や
は
り
研
究
す
る
な
ら

ば
あ
る
程
度
は
認
め
ら
れ
た
い
と
思

い
ま
す
か
ら
、経
済
的
に
も
で
す
が
、

世
界
の
仏
教
学
を
リ
ー
ド
す
る
仏
教

伝
道
協
会
さ
ん
か
ら
奨
学
金
を
い
た

だ
け
る
と
い
う
事
実
が
、
自
分
の
研

究
は
あ
る
程
度
は
価
値
が
あ
る
と
評

価
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
、

大
変
名
誉
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。本

来
日
本
の
禅
の
研
究
は
、
や
は

り
日
本
で
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
信
頼
の
お
け
る
素
晴
ら

し
い
先
生
が
た
に
御
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
日
本
で
研
究
が
で
き
、
世

界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
優
秀
な
研
究

者
た
ち
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
も

可
能
だ
と
い
う
環
境
は
私
の
よ
う
な

未
熟
な
研
究
者
に
と
っ
て
は
本
当
に

価
値
あ
る
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
ち
ら
の
奨
学
金
の
応
募

条
件
で
良
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
、

他
の
奨
学
金
で
は
博
士
論
文
を
完
成

さ
せ
て
い
る
こ
と
が
条
件
に
挙
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
BDK

Fellow
shipは
、
こ
れ
か
ら
博
士
論

文
を
完
成
さ
せ
る
予
定
の
人
、
未
来

の
あ
る
若
手
研
究
者
で
あ
る
、
と
い

う
点
で
大
変
有
り
難
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

芳
澤
先
生
そ
し
て
応
募
・
審
査
・

決
定
ま
で
が
迅
速
且
つ
家
族
的
な
対

応
を
し
て
く
だ
さ
る
と
こ
ろ
が
特
に

良
い
と
感
じ
た
点
で
す
ね
。

仏
教
伝
道
協
会
さ
ん
に
は
、
本
当

に
大
き
な
、
大
乗
的
精
神
で
な
さ
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
現
状
の
各
宗
派
は
、
教

学
面
で
の
支
援
態
勢
と
い
う
の
は
完

璧
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ

に
反
し
て
近
年
欧
米
で
の
仏
教
に
対

す
る
関
心
は
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い

る
の
で
、
外
国
人
研
究
者
へ
の
奨
学

金
と
い
う
形
で
応
え
て
い
た
だ
い
て

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

仏
教
を
中
心
と
し
て
今
世
界
で
は

日
本
文
化
と
い
う
も
の
へ
の
関
心
が

す
ご
い
で
す
よ
ね
。「
か
わ
い
い
」と

か「
ア
ニ
メ
」と
か
に
象
徴
さ
れ
ま
す

が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
今
、ど
こ
の
大

学
も
日
本
学
科
へ
の
入
学
希
望
者
が

急
増
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
彼
ら
の

興
味
の
中
心
は
い
わ
ゆ
る
日
本
の

「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
す
が
、
私
は
悪
く
な
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
か

ら
本
来
の
日
本
文
化
の
背
景
に
在
る

も
の
、
仏
教
や
神
道
な
ど
を
学
ぼ
う

と
す
る
学
生
た
ち
が
出
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
大
き
な
精
神

で
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
仏

教
伝
道
協
会
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

─
最
後
に
芳
澤
先
生
か
ら
今
後
受

給
を
希
望
さ
れ
る
学
生
・
研
究
者
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

芳
澤
先
生
オ
ズ
ヴ
ァ
ル
ド
さ
ん
を

見
習
っ
て
、と
に
か
く
実
直
に
。〝
実

直
〟で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、大
事
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な

計
画
を
立
て
る
の
も
良
い
の
で
す

が
、
い
き
な
り
大
き
な
こ
と
は
誰
し

も
出
来
ま
せ
ん
。
大
き
な
計
画
の
中

で
、
小
さ
い
な
ス
パ
ン
を
い
く
つ
も

決
め
て
、
実
現
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

少
し
ず
つ
積
み
重
ね
た
上
で
来
日
し

て
、
更
な
る
研
究
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
今
後
の
豊
富
も
力

強
く
語
っ
た
く
れ
た
メ
ル
ク
ー
リ
氏

の
更
な
る
活
躍
に
も
期
待
を
込
め
つ

つ
、
今
後
の
奨
学
金
制
度
の
益
々
の

発
展
を
望
む
声
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
度
第

24
回
奨
学
生
の
詳
細
、平
成
27（
２
０

１
５
）
年
度
第
25
回
奨
学
生
の
募
集

に
関
す
る
情
報
は
、
当
財
団
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Interview



仏
教
伝
道
文
化
賞
／
沼
田
奨
励
賞

平
成
24（
２
０
１
２
）年
度
よ
り
、従
来
の
仏
教
伝
道
文
化
賞
Ａ
項
、

Ｂ
項
、Ｃ
項
・
功
労
賞
の
区
分
を
な
く
し
、長
年
に
亘
っ
て
仏
教
文
化

伝
道
に
貢
献
の
あ
っ
た
方
ま
た
は
団
体
に
｢仏
教
伝
道
文
化
賞
｣を
、ま

た
今
後
の
仏
教
伝
道
を
通
じ
た
文
化
活
動
の
振
興
が
、大
い
に
期
待
で

き
る
方
ま
た
は
団
体
に
｢仏
教
伝
道
文
化
賞
　
沼
田
奨
励
賞
｣を
贈
呈

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
47
回
  仏
教
伝
道
文
化
賞

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
10
月
２
日
（
水
）
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー

ビ
ル（
東
京
都
港
区
）に
て
贈
呈
式
な
ら
び
に
祝
賀
披
露
宴
を
執
り
行

な
い
ま
し
た
。

第
47
回
　
仏
教
伝
道
文
化
賞

文
化
賞
概
要
と
受
賞
者
の
紹
介

仏教伝道文化賞
一般財団法人
多山報恩会

昭和18（1943）年設立。
福祉、社会事業等の発展
に寄与され、広島赤十
字・原爆病院にて始め
た月１回の仏教講演会
は、平成25（2013）年
８月で631回を数え、現
在も続けられています。

仏教伝道文化賞
沼田奨励賞
長倉 伯博 氏

昭和28（1953）年鹿児
島県生まれ。終末期医療
の現場で患者に寄り添
い対話し、臨床僧侶とし
てケアに日々取り組ま
れ、仏縁を結ぶビハーラ
活動を地道に広げられ
ています。

11 BDK Newsletter 道　─みち─

受賞関係者と沼田会長

（写真：多山報恩会
設立者   故 多山恒次郎氏）

審査報告をする木村清孝選定委員長

受賞スピーチをする、多山報恩会佐藤仁
理事長（左）と長倉伯博師（右）
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宮
城
県
気
仙
沼
市
に
お
い
て

は
海
岸
清
掃
お
よ
び
（
避
難
所

に
て
多
数
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

た
跡
に
建
て
ら
れ
た
）
慰
霊
碑

周
辺
の
花
壇
作
り
な
ど
を
主
な

活
動
と
し
、
そ
れ
ら
に
加
え
被

災
寺
院
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
地

福
寺
：
片
山
秀
光
住
職
：
気
仙

沼
市
）
を
会
場
と
し
て
お
借
り

し
、ゲ
ス
ト
に
三
野
姫（
渡
辺
英

樹
氏
・
野
村
義
男
氏
に
よ
る
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ュ
オ
）、沢

村
ま
み
と
J
P
S
A
（
第
14
回

仏
教
音
楽
祭
第
１
位
受
賞
者
）

を
迎
え
た
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

近
隣
住
民
の
方
が
た
が
多
数
来

場
さ
れ
、
み
ん
な
で
一
緒
に
歌

を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
三
野
姫
の

軽
妙
な
ト
ー
ク
に
終
始
笑
顔
が

見
ら
れ
、
一
時
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
片

山
住
職
か
ら
は
当
時
の
被
災
状

況
を
自
ら
撮
影
し
た
映
像
や
写

真
を
交
え
、
全
壊
後
再
築
さ
れ

た
本
堂
の
壁
に
記
さ
れ
た
津
波

の
痕
跡
を
見
つ
め
つ
つ
、
壮
絶

な
経
験
談
を
伺
い
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
後
に
は
住
民
の
方
が

た
と
膝
を
交
え
様
々
な
被
災
体

験
を
お
伺
い
す
る
機
会
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
学
生
た
ち
に
と

っ
て
も
生
の
声
を
聴
か
せ
て
い

た
だ
く
大
変
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
お
い

て
は
、
津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ

た
J
R
陸
前
高
田
駅
の
跡
地
や

「
奇
跡
の
一
本
松
」
な
ど
を
現

地
ガ
イ
ド
の
案
内
の
も
と
視
察

し
、
自
然
へ
の
畏
怖
を
直
に
感

じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、震
災
当
時
、避
難
所
と
し
て

児
童
約
80
名
を
含
む
多
く
の
方

が
た
を
受
け
入
れ
た
寺
院
（
曹

洞
宗
興
福
寺
：
須
田
玄
峰
住

職
：
気
仙
沼
市
）
も
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
当
時
の
状
況
に

つ
い
て
須
田
住
職
と
奥
様
の
祐

子
氏
よ
り
伺
い
ま
し
た
。
被
災

当
時
の
話
は
想
像
を
絶
す
る
状

況
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
当
時

の
記
録
と
し
て
撮
ら
れ
た
ア
ル

バ
ム
を
覗
く
と
そ
こ
に
は
笑
顔

ＢＤＫ東日本大震災復興支援　～学生ボランティア活動

平
成
23（
２
０
１
１
）年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
以
降
、仏
教
伝
道
協
会
で
は
、こ

れ
ま
で
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
B
D
K
復
興
支
援
団
体
助
成
金
」
、
平
成
24

（
2
0
1
2
）
年
に
「
B
D
K
被
災
保
育
施
設
支
援
金
」
と
い
う
か
た
ち
で
の
助
成
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。本
年
は
、「
B
D
K
復
興
支
援
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」と
し
て
、全

国
の
仏
教
系
大
学
を
中
心
に
参
加
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、中
国
や
タ
イ
か
ら
の
留
学
生
を
含

む
学
生
34
名
よ
り
応
募
が
あ
り
、
一
般
社
団
法
人
気
仙
沼
復
興
協
会
様
の
ご
指
導
の
も

と
、宮
城
県
気
仙
沼
市
お
よ
び
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
お
い
て
９
月
４
日
よ
り
3
泊
4
日

の
活
動
を
（
被
災
ホ
テ
ル
・
一
景
閣
：
気
仙
沼
市
を
拠
点
に
）
行
い
ま
し
た
。

作業前　慰霊碑に手を合わせる学生たち

Ｂ
Ｄ
Ｋ
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

～
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
て

［
参
加
学
生
に
よ
る
各
地
で
の
展
示
会
開
催
報
告
］

慰霊碑周辺に花壇を制作する学生たち
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で
写
る
人
々
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
な

が
ら
も
皆
が
助
け
合
い
自
主
的

に
掃
除
や
洗
濯
を
し
た
り
、
子

供
た
ち
も
奥
様
の
合
掌
す
る
姿

を
見
て
自
然
に
手
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
か
。
学
生
た

ち
も
そ
の
よ
う
な
話
や
ア
ル
バ

ム
、
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
た
方

が
た
の
手
紙
な
ど
、
食
い
入
る

よ
う
に
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、金
田
諦
應
師（
曹
洞

宗
通
大
寺
住
職
：
栗
原
市
）
に

よ
る〝
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〟に

つ
い
て
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

金
田
師
は「
Café de M
onk（
カ

フ
ェ
・
デ
・
モ
ン
ク
）」と
い
う

傾
聴
移
動
喫
茶
の
店
長
を
務

め
、宮
城
、岩
手
の
被
災
各
地
を

数
十
回
に
わ
た
っ
て
訪
問
し
、

被
災
者
の〝
心
〟に
寄
り
添
う
活

動
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
カ
フ

ェ
は
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
式
で
、

コ
ー
ヒ
ー
豆
は
キ
ー
コ
ー
ヒ
ー

か
ら
の
提
供
、
ケ
ー
キ
と
と
も

に
全
て
無
料
で
提
供
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
カ
フ
ェ
で
お
坊
さ

ん
た
ち【
モ
ン
ク
】が
み
な
さ
ん

の
【
文
句
】
を
聴
き
ま
し
ょ
う
、

テ
ー
マ
曲
と
し
て
【
セ
ロ
ニ
ア

ス
・
モ
ン
ク
】
を
流
し
な
が
ら
、

と
い
う
洒
落
の
効
い
た
一
見
楽

し
そ
う
に
聞
こ
え
る
活
動
も
、

や
は
り
そ
の
場
そ
の
場
で
の
空

気
感
を
読
み
な
が
ら
の
難
し
い

活
動
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
学

生
た
ち
は
金
田
師
の
話
に
引
き

込
ま
れ
つ
つ
も〝
傾
聴
〟活
動
の

難
し
さ
を
実
感
し
、
様
々
な
入

り
口
か
ら
今
回
の「
震
災
」に
つ

い
て
学
び
を
深
め
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
う
し
て
3
泊
4
日
と
い
う

短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
学
生
た
ち
が
経
験
し
た

こ
と
を
共
有
し
、
拡
散
し
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
の
も
と
、
活

動
報
告
と
し
て
参
加
学
生
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
写
真

展
示
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

京
都
地
区
か
ら
参
加
し
た
3

名
（
種
智
院
大
学
：
森
春
輝
さ

ん
、龍
谷
大
学
：
魏
芸
さ
ん
、燕

鈴
さ
ん
）は
、京
都
と
い
う
世
界

有
数
の
観
光
地
と
い
う
土
地

柄
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
今
回

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
、
被
災
地
を
忘
れ
て
ほ
し
く

な
い
と
の
願
い
か
ら
、
そ
の
想

い
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
真
言

宗
御
室
派
総
本
山
で
あ
る
仁
和

寺
様
（
仁
和
寺
門
跡
第
50
世

立
部
祐
道
門
主
：
京
都
市
右
京

区
http://www.ninnaji.or.jp/）

の
ご
厚
意
で
境
内
の
一
角
を
お

借
り
し
、
写
真
展
示
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て

い
る
日
本
屈
指
の
寺
院
、
仁
和

寺
で
の
開
催
と
あ
っ
て
学
生
た

ち
も
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た

が
、
普
段
の
学
生
生
活
の
中
で

は
余
り
接
す
る
こ
と
の
出
来
な

い
幅
広
い
年
齢
層
の
観
光
客
の

前
で
、
被
災
地
の
状
況
を
誠
心

誠
意
ご
案
内
し
ま
し
た
。
境
内

に
う
っ
す
ら
雪
も
積
も
る
1
月

の
寒
い
時
期
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
が
た
が
足
を
止

め
、
じ
っ
く
り
と
展
示
を
見
て

下
さ
い
ま
し
た
。
傍
ら
に
設
置

し
た
被
災
地
の
皆
さ
ま
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
・
ボ
ッ
ク
ス
（
後
日

直
接
被
災
地
に
送
付
）に
は
、展

示
を
見
て
下
さ
っ
た
方
の
多
く

が
、
時
間
を
か
け
丁
寧
に
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
下
さ

り
、
案
内
役
の
学
生
3
名
と
直

接
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
、
寒

い
な
が
ら
も
大
変
心
温
ま
る
展

示
会
と
な
り
ま
し
た
。

仏
教
伝
道
協
会
で
は
、
今
回

の
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

気
仙
沼
市
を
は
じ
め
と
す
る
被

災
各
地
の
今
後
の
復
興
・
発
展

を
強
く
願
い
つ
つ
、
活
動
に
参

加
し
た
学
生
た
ち
が
今
回
の
活

動
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を

日
々
の
生
活
に
活
か
し
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Volunteer

京都地区から参加した３名（魏さん・燕さん・森さん）国宝金堂（仁和寺内）

展示に見入る観光客の方がた（仁和寺）
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仏
教
伝
道
協
会
で
は
仏
教
精

神
、
仏
教
文
化
の
興
隆
活
動
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
国
内

外
の
団
体
等
へ
の
助
成
支
援
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
平
成
25

（
２
０
１
３
）年
、助
成
先
の
ひ

と
つ
で
あ
る
全
日
本
仏
教
青
年

会（
伊
東
政
浩
理
事
長
）が
主
催

す
る
「
国
際
仏
教
徒
青
年
交
換

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
International

Buddhist Youth Exchange;

IBYE）」へ
の
助
成
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
世
界

仏
教
徒
青
年
連
盟（
W
orld Fel-

low
ship of Buddhist Youth;

W
FBY）が
、青
少
年
を
対
象
に

将
来
の
社
会
的
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
・
青
少
年
の
国
際
交
流
・
伝

統
的
仏
教
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
め
ざ
し
世
界
各
国
で
長
年

取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で

す
。今
回
は
、W
F
B
Y
日
本
セ

ン
タ
ー
を
担
う
全
日
本
仏
教
青

年
会
が
、
そ
の
人
道
支
援
委
員

会
（
委
員
長
・
村
山
博
雅

W
F
B
Y
副
会
長
）と
し
て
、平

成
23（
２
０
１
１
）３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
被
災
地
に
関
わ
る
様
々
な
事

象
を
、
実
際
に
そ
の
空
気
に
触

れ
る
こ
と
に
よ
り
正
確
に
理
解

し
、
そ
の
内
容
を
国
際
社
会
に

発
信
し
、
特
に
福
島
の
放
射
能

問
題
に
関
す
る
正
し
い
情
報
、

認
識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
願
い
の
も
と
、平
成
25（
２

０
１
３
）
年
８
月
25
日
か
ら
30

日
ま
で
、
タ
イ
、
台
湾
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
韓
国
の
青
年
仏
教
徒
24

名
と
日
本
の
青
年
僧
・
学
生
ら

32
名
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
な
ど
合

計
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、
福

島
県
い
わ
き
市
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

期
間
中
、
参
加
者
ら
は
津
波

被
害
を
受
け
た
い
わ
き
市
の
久

ノ
浜
や
薄
磯
地
区
の
視
察
、
地

元
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
む
方
や
原
発
事
故
後
、
自

ら
除
染
作
業
に
取
り
組
み
、
さ

ら
に
除
染
で
除
去
さ
れ
た
受
け

入
れ
先
の
な
い
汚
染
土
な
ど
を

自
ら
の
寺
の
所
有
地
を
仮
置
き

場
と
し
て
提
供
し
、
活
動
す
る

曹
洞
宗
僧
侶
阿
部
光
裕
師
の
お

話
し
を
聴
き
、
仮
設
住
宅
に
て

行
茶
（
傾
聴
）
活
動
、
津
波
で
大

き
な
被
害
を
受
け
生
徒
２
名
が

犠
牲
と
な
っ
た
い
わ
き
海
星
高

校
の
生
徒
と
の
交
流
、
慰
霊
法

要
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
異

文
化
で
育
つ
海
外
と
日
本
の
青

年
が
仏
教
と
い
う
繋
が
り
、
釈

尊
の
教
え
の
元
に
ひ
と
つ
で
あ

る
と
い
う
共
通
点
を
も
っ
て
交

流
し
、震
災
、原
発
被
害
の
現
状

に
つ
い
て
見
聞
き
し
学
び
、
語

り
合
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

そ
し
て
同
時
に
懸
命
に
復
興
に

取
り
組
む
被
災
者
の
心
に
触

れ
、青
年
と
し
て
、仏
教
徒
と
し

て
こ
れ
か
ら
の
被
災
地
の
復
興

と
日
本
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
、
素
晴

ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま

し
た
。

【
全
日
本
仏
教
青
年
会
】

▼
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
All

Japan Young Buddhist

Association; JYBA）は
１

９
７
７
年
に
設
立
さ
れ
た
、

日
本
全
国
の
宗
派
・
地
域
の

垣
根
を
こ
え
て
活
動
す
る
仏

教
青
年
団
体
。

現
在
、
９
宗
派
の
全
国
青

年
会
と
４
地
域
の
仏
教
青
年

会
が
参
加
加
盟
し
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
仏
教
徒
青
年

連
盟（
W
F
B
Y
）の
唯
一
の

日
本
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
り
、

全
世
界
の
仏
教
徒
と
の
交
流

を
深
め
つ
つ
、
仏
教
文
化
の

宣
揚
と
世
界
平
和
の
進
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

（
全
日
本
仏
教
青
年
会
H
P

http://w
w
w.jyba.ne.jp/)

公益財団法人 仏教伝道協会

2013年度の主 な 活 動

  

　

 
 

　

 
 

  
 

そ
の
他
助
成
事
業
報
告

参加者によるグループワーク

いわき市薄磯海岸での追悼法要
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E
nlightenm

ent / S
upport / B

uddhism
 course

啓
蒙
活
動
・
支
援
事
業
・
仏
教
講
座
の
開
催

3

全
国
各
地
よ
り
ご
参
加
い
た

だ
い
た
各
宗
派
の
僧
侶
、
寺
族

約
60
名
の
参
加
者
が
２
泊
３
日

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
、
日
中
は
諸
堂

参
拝
や
水
行
体
験
、
諸
先
生
方

に
よ
る
唱
題
行
等
実
践
も
含
め

た
講
義
、
夜
は
遅
く
ま
で
｢日
本

仏
教
の
未
来
 〜
30
年
後
果
た
し

て
日
本
仏
教（
伝
統
教
団
）は
残

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
〜
｣と
言

う
議
題
に
沿
っ
て
研
鑽
を
深

め
、
充
実
し
た
研
究
会
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
25（
２
０
１
３
）年
６
月
４
日
～
６
日
に
わ
た
り
、

日
蓮
宗
総
本
山
 身
延
山
久
遠
寺
に
て
、｢布
教
伝
道
 日
蓮

聖
人
に
学
ぶ
｣を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
｢第
43
回
実
践
布
教

研
究
会
｣を
開
催
し
ま
し
た
。

第
43
回
実
践
布
教
研
究
会

於
　
日
蓮
宗
総
本
山
 身
延
山
久
遠
寺

01Activity

高
座
説
法

水
行
体
験
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当
日
は
岩
手
県
知
事
夫
人
を

は
じ
め
と
す
る
本
堂
一
杯
、５
０

０
名
以
上
も
の
方
が
た
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、そ
の
熱
気
に
包
ま

れ
る
な
か
開
演
を
迎
え
ま
し
た
。

佛
教
讃
歌
の
集
｢楽
友
会
｣に
よ

る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
交
え
た

演
奏
に
続
き
、特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
沢
村
ま
み
と
J
P
S
A（
第
14

回
仏
教
音
楽
祭
第
１
位
受
賞
者
）

を
迎
え
第
１
部
を
、
第
２
部
は

Kiroroに
よ
る
心
温
ま
る
歌
声

を
存
分
に
お
届
け
す
る
コ
ン
サ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、そ
れ
ら
に
加
え
、東

日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災
し

た
岩
手
県
立
大
槌
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
の
生
徒
さ
ん
方
を
招
待

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家

族
や
友
人
を
失
っ
た
こ
と
で
、

心
の
傷
が
癒
え
な
い
状
況
で
は

あ
る
も
の
の
、
持
ち
歌
と
し
て

い
る
Kiroroの
曲
に
の
せ
ら
れ

た
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
取
り
つ
つ
、
一
時
で
は
あ
り

ま
す
が
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
よ

う
で
す
。

被
災
地
へ
の
様
ざ
ま
な
〝
お

も
い
〟と
仏
教
の〝
ご
縁
〟を
感

じ
て
い
た
だ
き
、
来
場
者
か
ら

は
｢是
非
ま
た
開
催
し
て
ほ
し

い
｣と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
音
楽
を
ご
縁
に〝
ブ
ッ

ダ
ス
ペ
ル
〟（
｢仏
の
こ
と
ば
｣の

造
語
）
と
い
う
新
た
な
キ
ー
ワ

ー
ド
を
刻
ん
で
い
た
だ
く
貴
重

な
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
３
月
12
日
（
水
）
、
｢Bud-

dhaspel（ブ
ッ
ダ
ス
ペ
ル
）チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト

～
Light of Hope 希
望
の
光
 第
16
回
仏
教
音
楽
祭
～
｣

（
於
 浄
土
真
宗
本
願
寺
派
 築
地
本
願
寺
本
堂
）を
開
催
し

ま
し
た
。（
チ
ケ
ッ
ト
売
上
や
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
の
募
金
は

岩
手
県
が
設
立
し
た
「
い
わ
て
の
学
び
希
望
基
金
」
へ
全
額
寄
付
）

Buddhaspel（ブ
ッ
ダ
ス
ペ
ル
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト

～
Light of Hope 希
望
の
光
 第
16
回
仏
教
音
楽
祭
～

02Activity

公益財団法人 仏教伝道協会

2013年度の主 な 活 動

  

　

 
 

　

 
 

  
 

Kiroro

楽友会（築地本願寺本堂）

沢村まみと JPSA

大槌高校吹奏楽部の皆さんと沼田会長
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当
初
は
、当
協
会
刊
行
の『
和

英
対
照
仏
教
聖
典
』
を
テ
キ
ス

ト
に
講
義
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、平
成
25（
２
０
１
３
）年
度

か
ら
は『
日
本
の
仏
教
宗
派
』を

加
え
、
修
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

充
実
化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
平
成
26（
２
０
１
４
）年

度
は
、仏
教
伝
道
協
会
が
制
作
し

た
T
V
説
法
を
テ
キ
ス
ト
に
講

義
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。こ

の
T
V
説
法
に
は
、世
界
で
活
躍

し
て
い
る
僧
侶
・
研
究
者
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、世
界
の
仏
教
を
幅
広
く
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
す
。（
当
協
会
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
英
語
版
に
て

無
料
で
閲
覧
可
能
で
す
）今
後
も

英
語
を
通
じ
て
仏
教
に
親
し
む

こ
と
の
出
来
る
講
座
を
提
供
し

て
い
く
予
定
で
す
。

仏
教
聖
典
を

初
歩
英
語
で
学
ぶ
会

04Activity｢仏
教
聖
典
を
初
歩
英
語
で
学
ぶ
会
｣は
、英
語
と
い
う

道
具
を
用
い
て
、仏
教
に
親
し
み
、理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
師（
武

蔵
野
大
学
教
授
）を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、平
成
24（
２

０
１
２
）
年
９
月
か
ら
開
講
し
ま
し
た
。

こ
と
ば
に
節
を
つ
け
身
振
り

手
振
り
を
合
わ
せ
て
仏
教
の
教

え
を
説
く「
節
談
説
教（
ふ
し
だ

ん
せ
っ
き
ょ
う
）」は
落
語
の
起

源
と
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
こ
の
落
語
と
い
う
仏
教
と

結
び
つ
き
の
深
い
文
化
を
通
し

て
、
仏
教
精
神
に
触
れ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
精

神
の
涵
養
な
ら
び
に
仏
教
文
化

を
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
三
田
落
語
会
」
を
主
催
し
て

い
ま
す
。

仏
教
行
事
と
多
く
重
な
る
偶

数
月
、２
月
：
涅
槃
会（
お
釈
迦

さ
ま
が
亡
く
な
っ
た
日
）
、
４

月
：
花
祭
り
（
お
釈
迦
さ
ま
の

誕
生
日
）、８
月
：
お
盆
・
盂
蘭

盆
会
、12
月
：
成
道
会（
お
釈
迦

さ
ま
が
悟
り
を
開
か
れ
た
日
）

を
は
じ
め
と
し
て
 ６
月
、
10
月

に
も（
年
６
回
）開
催
し
て
い
ま

す
。昼
席
、夜
席
の
２
部
制
と
な

っ
て
お
り
、
毎
回
様
々
な
方
に

ご
来
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
チ
ケ
ッ
ト
販
売
等
、「
三
田
落

語
会
」の
詳
細
は
、公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://m
ita-rakugo.com
/

三
田
落
語
会

03Activity

仏教伝道センタービル 8 階「和」にて開催
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原
則
毎
月
第
３
水
曜
日
に
、

専
任
講
師
を
お
迎
え
し
て
「
仏

教
聖
典
」を
使
用
し
、実
際
に
即

し
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
講

義
を
し
て
い
た
だ
い
ま
す
。
講

義
の
後
は
講
師
へ
の
質
問
や
会

員
同
士
の
懇
談
、
情
報
交
換
の

場
と
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

講
師
は
２
名
、
東
京
大
学
名

誉
教
授
で
曹
洞
宗
龍
宝
寺
住
職

の
木
村
清
孝
先
生
、
日
本
テ
レ

ビ
に
て「
宗
教
の
時
間
」デ
ィ
レ

ク
タ
ー
も
務
め
た
こ
と
も
あ
る

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
浄
土
寺
住

職
逸
見
道
郎
先
生
を
月
替
わ
り

で
お
迎
え
し
、
毎
回
40
名
前
後

の
会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
会
社
の
ト
ッ
プ
に
立

つ
参
加
者
も
熱
心
に
メ
モ
を
と

り
頷
く
姿
が
印
象
的
で
す
。
欲

望
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

く
こ
と
、
先
入
観
に
と
ら
わ
れ

ず
視
点
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
実
践
し
て
い
く
こ
と

な
ど
、
日
々
の
社
会
生
活
に
も

役
立
つ
内
容
が
満
載
の
一
時
間

で
す
。

「
仏
教
聖
典
を
経
営
に
活
か

す
会
」の
詳
細
は
、当
財
団
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

仏
教
聖
典
を

経
営
に
活
か
す
会

05Activity

講師：木村清孝先生

「
仏
教
聖
典
を
生
活
に
活
か
す
会
」は
、宗
派
に
と
ら
わ

れ
ず
、仏
教
精
神
を
日
常
生
活
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に

「
仏
教
聖
典
」を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
、ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

講
師
の
話
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、仏
教
精
神
に
触

れ
る
こ
と
が
出
来
る
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仏
教
聖
典
を

生
活
に
活
か
す
会

06Activity原
則
毎
月
第
４
木
曜
日
の
昼

に
、
専
任
講
師
を
お
迎
え
し
て

「
仏
教
聖
典
」
の
講
話
に
続
き
、

質
疑
応
答
を
挟
ん
で
、
お
茶
を

い
た
だ
き
な
が
ら
の
座
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。年
齢
、性
別

等
一
切
不
問
の
会
で
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

講
師
は
２
名
、
天
台
宗
ハ
ワ

イ
開
教
師
、
ハ
ワ
イ
州
立
大
学

講
師
等
海
外
経
験
豊
富
な
天
台

宗
勧
学
・
天
台
宗
泉
倉
寺
住
職

の
一
島
正
真
先
生
、
日
系
三
世

で
武
蔵
野
大
学
教
授
・
同
大
仏

教
文
化
研
究
所
所
長
の
ケ
ネ

ス
・
タ
ナ
カ
先
生
。
毎
回
２
〜

30
名
が
参
加
、
仏
教
と
い
う
メ

ガ
ネ
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

物
事
の
本
質
が
よ
り
見
え
る
よ

う
に
な
る
こ
と
、
日
々
の
生
活

に
密
着
し
た〝
お
か
げ
さ
ま
〟の

こ
こ
ろ
に
気
付
く
時
間
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

「
仏
教
聖
典
を
生
活
に
活
か

す
会
」の
詳
細
は
、当
財
団
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

講師：ケネス・タナカ先生

公益財団法人 仏教伝道協会

2013年度の主 な 活 動

  

　

 
 

　

 
 

  
 

仏
教
伝
道
協
会
で
は
、経
営
者
の
方
に
は「
人
を
大
切

に
す
る
経
営
を
」、一
般
の
社
会
人
の
方
が
た
に
は
、「
人

生
の
道
標
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
」、仏
教
が
持
つ
東
洋

の
叡
智
と
慈
悲
の
精
神
に
一
人
で
も
多
く
の
人
が
触
れ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
月
に
一
度「
仏
教
聖
典
を
経

営
に
活
か
す
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
仏
教
聖
典
」
を
経
営
に
活
か
す
会

（
講
師
：
逸
見
道
郎
先
生
）

「
仏
教
聖
典
」
を
生
活
に
活
か
す
会

（
講
師
：
一
島
正
真
先
生
）



１
回
５
０
０
円
の
参
加
費
で
自
由

に
参
加
出
来
る
と
あ
っ
て
、忙
し
い
方

で
も
無
理
な
く
参
加
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、の
べ
１
０
４
名
の
方
が
た
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。毎
回
坐
禅

指
導
を
お
願
い
し
て
き
た
阿
先
生
と

実
際
坐
禅
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
、
ご
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

─〝
坐
禅
会
〟は
、仏
教
伝
道
協
会

と
し
て
も
初
め
て
の
取
り
組
み
で
、

加
え
て
全
て
女
性
の
参
加
者
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
１
年
間
担
当
さ
れ

て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

阿
先
生
　
そ
う
で
す
ね
。
自
坊
で
も

坐
禅
指
導
を
す
る
機
会
は
あ
り
ま
す

が
、
女
性
だ
け
の
会
は
な
い
の
で
珍

し
い
取
り
組
み
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ほ
ぼ
９
割
が
30
〜
40
代
の
仕
事

を
も
つ
女
性
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

皆
さ
ん
同
じ
よ
う
な
波
長
で
、
意
外

と
取
り
組
み
や
す
か
っ
た
で
す
ね
。

皆
さ
ん
の
感
性
の
豊
か
さ
に
も
驚
か

さ
れ
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
こ
う
い

う
場
を
提
供
す
る
お
手
伝
い
が
出
来

て
良
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
は
私
個
人
の
意
見
で
す
が
、
男
性

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
坐
禅
と
い
う

も
の
に
対
し
て
理
屈
先
行
型
の
方
が

多
い
の
で
す
が
、女
性
は
、良
さ
そ
う

だ
と
思
っ
た
ら
何
で
も
気
軽
に
取
り

入
れ
る
。
坐
禅
は
き
っ
と
女
性
的
だ

と
思
い
ま
す
。

─
〝
坐
禅
〟
の
効
果
と
は
？

阿
先
生
　
皆
さ
ん
将
来
の
不
安
、
今

の
自
分
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
、
他

人
と
比
較
し
た
り
、
過
去
を
振
り
返

っ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
坐
禅

を
通
じ
て
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
な

お
し
た
上
で
、
今
の
自
分
で
良
い
の

だ
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ

し
て
、坐
禅
の
後
の
茶
話
会
で
は
、悩

み
相
談
な
ど
も
お
伺
い
し
た
り
し

て
、
お
帰
り
に
な
る
頃
に
は
皆
さ
ま

表
情
も
す
っ
き
り
し
て
、
リ
セ
ッ
ト

し
て
い
か
れ
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
自
分
の
内
側
を
見
つ
め
直
す
こ
と

に
よ
っ
て
本
来
の
自
分
を
取
り
戻

し
、〝
今
〟の
自
分
が
幸
せ
に
な
る
こ

と
を
意
識
す
る
、
毎
日
が
新
年
を
迎

え
る
よ
う
な
気
分
で
い
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。今
こ
こ
に
寛
ぎ
、今
の
自
分

が
１
０
０
％
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
信
を
も
つ
こ
と
が
出

来
ま
す
し
ね
。

参
加
者
の
声

Ｙ
Ｋ
さ
ん
30
代

渋
谷
区
在
住
／
セ
ラ
ピ
ス
ト

Ｅ
Ｈ
さ
ん
40
代

横
浜
市
青
葉
区
在
住
／
公
務
員

─
坐
禅
会
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

は
？

Ｙ
Ｋ
さ
ん
以
前
か
ら〝
坐
禅
〟自
体

に
興
味
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
な
か

な
か
踏
み
出
す
き
っ
か
け
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
阿
先
生
の
ご
紹
介

で
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

Ｅ
Ｈ
さ
ん
私
は
、
た
ま
た
ま
友
人

の
紹
介
で
訪
れ
た
向
源
と
い
う
仏
教

系
フ
ェ
ス
で
、
こ
の
会
の
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
坐
禅
の
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、〝
女
性
の
た
め
の
〟

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
女
性
専
用
車
両

の
よ
う
な
安
心
感
を
持
ち
、
参
加
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

─
参
加
の
目
的
は
？

Ｙ
Ｋ
さ
ん
巷
で
は
ヨ
ガ
な
ど
の
仏

教
ブ
ー
ム
で
す
が
、正
直
、ヨ
ガ
に
は

少
々
敷
居
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
忙
し
い
日
常
の
中
に
も
自
分
の

心
を
静
観
し
た
か
っ
た
の
で
、
坐
禅

は
私
に
と
っ
て
は
ぴ
っ
た
り
だ
と
思

い
ま
し
た
。

Ｅ
Ｈ
さ
ん
坐
禅
の
イ
メ
ー
ジ
的

に
、暗
く
静
か
な
雰
囲
気
の
中
、何
も

考
え
な
い
こ
と
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
出

来
そ
う
だ
な
と
。
子
育
て
、
仕
事
な

ど
、
自
分
一
人
の
為
に
使
う
こ
と
の

出
来
る
時
間
が
少
な
い
の
で
、
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
す
時
間
が
持
て
た

ら
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

─
実
際
参
加
し
て
み
て
い
か
が
で

し
た
か
？

Ｙ
Ｋ
さ
ん
女
性
同
士
で
す
し
、
初

心
者
率
も
高
く
て
馴
染
み
や
す
か
っ

た
で
す
。
毎
回
参
加
自
由
と
い
う
の

も
気
軽
な
気
持
ち
で
参
加
出
来
ま
す

し
、
阿
先
生
の
お
話
が
分
か
り
や
す

く
て
、
坐
禅
に
取
り
組
む
ヒ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ｈ
さ
ん
常
に
追
わ
れ
る
生
活
な

の
で
、
大
事
な
こ
と
を
取
り
戻
せ
る

時
間
と
い
う
か
、
完
全
に
無
に
な
れ

る
貴
重
な
時
間
だ
と
思
い
ま
す
。
女

性
だ
け
な
の
で
、
周
り
の
目
も
気
に

せ
ず
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の

中
、
自
分
と
い
う
存
在
を
考
え
る
き

っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
26（
２
０
１
４
）年
度
か
ら
は
、

好
評
に
つ
き
、
男
女
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
る
〝
働
く
ひ
と
の
た

め
の
坐
禅
会
〟
と
し
て
新
た
に
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
原
則
毎
月
第
３
火
曜
日
夜
８
時

〜
疲
れ
た
こ
こ
ろ
と
頭
の
整
理
に
、

是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平成25（2013）年度より、坐禅を通して日頃の疲れたこころや頭の整理をする機会となれ
ばとの想いから始まった〝忙しい女性のための坐禅会〟ですが、回を重ねる毎に様々な方がたに
ご参加をいただきました。ストレスの多い現代社会ですが、その中で、少しでもほっと一息つい
て自分自身を見つめ直すことが出来る空間を提供出来ればということで、講師に阿純章師（天台
宗円融寺住職）をお迎えし、女性限定ということで１年間開催させていただきました。

忙しい女性のための坐禅会
阿純章 師（坐禅会 講師・天台宗 円融寺 住職）を囲んで　参加者の声をご紹介

◎参加に関する詳細は当財団公式ウェブサイトまたはfacebook“ＢＤＫ坐禅会”をご確認ください

阿純章 師
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Symposium

   

平成25（2013）年度

BDKシンポジウム
～日本仏教とは～

20

１
回
目
は
、
仏
教
伝
道
協
会

の〝
公
益
財
団
法
人
〟移
行
記

念
と
し
て
、『
バ
カ
の
壁
』な
ど
の
著

書
で
お
な
じ
み
の
解
剖
学
者
で
東
京

大
学
名
誉
教
授
で
も
あ
る
養
老
孟
司

氏
を
講
師
に
招
き
、記
念
講
演
会「
日

本
仏
教
精
神
の
再
興
─
 信
仰
と
寺

院
の
役
割
 ─
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
縁
起
の
法
則
や
空
の

思
想
に
代
表
さ
れ
る
仏
教
的
な
価
値

観
・
思
考
方
法
が
、
現
代
を
生
き
抜

く
鍵
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。続

く
第
２
回
目
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
こ
こ
が
ス
ゴ
イ
よ
 日
本
人
の
仏

教
観
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
信
仰
」
と
い
う
点
に
着
目
し
、
日

本
で
活
躍
中
の
３
名
の
外
国
人
僧

侶
、
ア
ル
ボ
ム
ッ
レ
・
ス
マ
ナ
サ
ー

ラ
師（
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
、日
本
テ
ー

ラ
ワ
ー
ダ
仏
教
協
会
長
老
）
、
ネ
ル

ケ
・
無
方
師（
ド
イ
ツ
出
身
、曹
洞
宗

安
泰
寺
住
職
）、ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
師

（
米
国
出
身
、
浄
土
真
宗
の
僧
籍
を

も
つ
哲
学
博
士
・
国
際
真
宗
学
会
会

長
）
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え

し
、
日
本
人
の
仏
教
観
・
宗
教
観
の

素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
、
普
段
気
付

く
こ
と
の
出
来
な
い
視
点
で
議
論
し

て
い
た
だ
き
、
日
本
に
息
づ
く
仏
教

精
神
の
良
さ
が
再
考
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25（
２
０
１
３
）年
度
最
後
と

な
る
第
３
回
目
は
、「
寺
院
の
役
割
」

と
い
う
点
に
着
目
し
、
『
頑
張
れ
仏

教
』
や
『
「
生
き
る
力
」
と
し
て
の
仏

教
』等
の
著
書
の
中
で「
お
寺
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
」と
い
う
言
葉
を
用
い
、寺
院

の
潜
在
性
を
主
張
さ
れ
て
い
る
上
田

紀
行
氏（
東
京
工
業
大
学
教
授
）を
講

師
と
し
て
迎
え
、
今
後
の
日
本
仏
教

寺
院
の
役
割
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
回
会
場
を
埋
め
尽
く
す
出
席
者

か
ら
は
、「
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
」

「
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
に
参
加
し

た
い
」
と
次
回
開
催
を
望
む
多
く
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
仏
教
伝
道

協
会
で
は
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
皆

さ
ま
が
気
軽
に
仏
教
に
触
れ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
そ
の
機
会
づ
く
り
に

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
※
平
成
25
年
度
B
D
K
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
す
べ
て
当
協
会
H
P
内

B
D
K
動
画
配
信
よ
り
無
料
で
視
聴

可
能
で
す
）

仏教伝道協会では、「日本仏教とは」を平成25（2013）年度の
年間テーマに掲げ、全３回のシンポジウムを企画、開催しました。

第１回
日本仏教精神の再興

─ 信仰と寺院の役割 ─
平成25（2013）年４月11日
講師／養老 孟司 氏

第

●1937年、神奈川県
鎌倉市に生まれる。東
京大学名誉教授。専門
は解剖学。2003年に
出版した『バカの壁』
（新潮社）で毎日出版
文化賞を受賞、さらに
題名の「バカの壁」は、
同年の新語・流行語
大賞を受賞した。その
後も同種の一般向け
著書を数多く執筆し
ている。
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第３回
日本仏教寺院の役割と
その可能性
平成26（2014）年４月21日
講師／上田 紀行 氏

第２回
ここがスゴイよ 日本人の仏教観
平成25（2013）年９月19日

●文化人類学者、医学
博士。東京工業大学
リベラルアーツセン
ター教授。兼任・社
会理工学研究科価値
システム専攻。1958
年東京生まれ。東京
大学大学院博士課程
修了。愛媛大学助教
授 (93～ 96年 )を 経
て、96年４月より、東
京工業大学大学院社
会理工学研究科価値
シ ス テ ム 専 攻 准 教
授 。 2012年 2月 よ
り、現職。

アルボムッレ・スマナサーラ 師
●1945年スリランカ生まれ。スリランカ上座
仏教（テーラワーダ仏教）長老。13才で出家得
度。国立ケラニヤ大学で仏教哲学を教える。
1980年に来日。駒澤大学大学院博士課程を経
て、現在は宗教法人日本テーラワーダ仏教協会
で初期仏教の伝道と瞑想指導に従事し、釈迦牟
尼仏陀の根本の教えを説き続けている。

ネルケ・無方 師
●1968年ドイツ生まれ。16才で坐禅と出合
う。1990年に初めて安泰寺に上山、半年間の
禅修行。大学のドクターコースを中退、1993
年に出家得度。2001年から大阪城公園で「ホ
ームレス雲水」として坐禅会を開く。2002年
から檀家ゼロ、自給自足の安泰寺の住職。国内
外からの参禅者・雲水の指導にあたって共に
修行生活を送っている。

ケネス・タナカ 師
●1947年山口県生まれ。アメリカ育ち。日系
三世。スタンフォード大学卒業。東京大学大学
院修士課程修了。カリフォルニア大学バークレ
ー校博士課程修了。カリフォルニア州Institute
of Buddhist Studies助教授。South Alameda
County Buddhist Church住職。現在、武蔵野
大学教授、国際真宗学会会長。日本仏教心理学
会会長。
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海外協力機関のご紹介
北 米 圏

アメリカ

ハワイ

メキシコ

欧 州 圏

ドイツ

当財団では、同じ目的を持つ海外の団体と協力し、
さまざまな公益事業を行っています。特に米国、ハワ
イ、カナダ、メキシコ、ドイツ、イギリス、ブラジル、
シンガポール、台湾にはそれぞれ独立した仏教伝道
協会があり、世界中のホテルや施設等への「仏教聖
典」の頒布活動を互いに協力し推進しています。仏教
の説く慈悲と共生の精神を世界のひとりでも多くの
人に伝え、人類の幸福と世界平和の実現を目指し、グ
ローバルな活動を展開しています。
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カナダ仏教伝道協会

米国仏教伝道協会

メキシコ仏教伝道協会

南米仏教伝道協会

ハワイ仏教伝道協会

公益財団法人仏教伝道協会

台湾仏教伝道協会

アジア仏教伝道協会

英国仏教伝道協会

ヨーロッパ仏教伝道協会

南米地区 
南米仏教伝道協会
BDK South America
a/c Mitutoyo Sul Americana Ltda.
Av. João Carlos da Silva Borges, 1240 CEP 04726-002,
Cx. Postal 4255, Santo Amaro, São Paulo-SP, BRAZIL
Tel: +55(11)5643-0006 Fax: +55(11)5641-3745
E-mail: bdk@mitutoyo.com.br（対応言語：日本語・ポルトガル語）

欧州地区

ヨーロッパ仏教伝道協会／ドイツ惠光日本文化センター
BDK Europe (EKŌ-Haus der Japanischen Kultur e.V.) 
Brüggener Weg 6, 
40547 Düsseldorf, F.R. GERMANY
Tel: +49(211)577918-0 Fax: +49(211)577918-219
E-mail: pool@eko-haus.de（対応言語：日本語・ドイツ語）
http://www.eko-haus.de

英国仏教伝道協会
BDK U.K.
c/o Mitutoyo(UK)Ltd. Joule Road, West Point
Business Park, Andover, Hants SP10 3UX U.K.
Tel: +44 1264-353123 Fax: +44 1264-354883
E-mail: bdk@mitutoyo.co.uk（対応言語：日本語・英語）

日本以外のアジア地区

アジア仏教伝道協会
BDK Asia
c/o Mitutoyo Asia Pacific Pte. Ltd.
24 Kallang Avenue, Mitutoyo Building,
Singapore, 339415, SINGAPORE
Tel: +65 6294-2211 Fax: +65 6299-6666
E-mail: bdk@mitutoyo.com.sg（対応言語：日本語・英語・中国語）

台湾仏教伝道協会
BDK Taiwan
4F., No.71, Zhouzi St., Neihu Dist.,
Taipei City 114, TAIWAN (R.O.C)
Tel: +886(2)8752-3636 Fax: +886(2)8752-3267
E-mail: sharon@mitutoyo.com.tw（対応言語：日本語・英語・中国語）

お問い合わせ一覧

北米地区 
米国仏教伝道協会
BDK America
2620 Warring Street, 
Berkeley, CA 94704 U.S.A.
Tel: +1(510)843-4128 Fax: +1(510)845-3409
E-mail: orders@bdkamerica.org（対応言語：英語）
http://www.bdkamerica.org

ハワイ仏教伝道協会
BDK Hawaii
1757 Algaroba Street, 
Honolulu, HI 96826, U.S.A.
Tel: +1(808)942-1511 Fax +1(808)942-2622
E-mail: bdkhawaii@gmail.com（対応言語：英語）
http://www.bdkhawaii.com/

カナダ仏教伝道協会
BDK Canada
c/o Mitutoyo Canada Inc. 
2121 Meadowvale Blvd.
Mississauga, ON, CANADA L5N 5N1
Tel: +1(905)821-1261 Fax: +1(905)821-4968
E-mail: honjo@bdkcanada.com（対応言語：日本語・英語）

中南米地区 

メキシコ仏教伝道協会／メキシコ惠光寺
BDK Mexico
Prolg. Eugenia No. 17, Col. Nápoles, C.P.03810
México D.F., MEXICO
Tel/Fax: +52(55)5669-1088
E-mail: bdkmexico@prodigy.net.mx（対応言語：日本語・スペイン語）

●各国での「仏教聖典」頒布やその他活動の詳細に関す
るお問い合わせは、お近くの仏教伝道協会までお願い
します。
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NORTH AMERICA米国仏教伝道協会

平
成
25（
２
０
１
３
）年
度

〝
沼
田
智
秀
仏
教
書
籍
優
秀
賞
〟

受
賞
者
決
定

昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
に
設
立
さ
れ

た
米
国
仏
教
伝
道
協
会
で
は
、英
訳
大
蔵

経
翻
訳
出
版
事
業
の
推
進
、「
仏
教
聖
典
」

の
ア
メ
リ
カ
国
内
ホ
テ
ル
、
刑
務
所
、
公

共
施
設
へ
の
寄
贈
な
ど
中
心
に
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
バ
ー
ク
レ
ー
に
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
　

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
に
は
、
西
洋

に
お
け
る
仏
教
学
研
究
の
さ
ら
な
る
発

展
を
目
的
と
し
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
（
以
下
U
C
バ
ー
ク
レ

ー
）
の
仏
教
学
セ
ン
タ
ー
に
〝
沼
田
智
秀

仏
教
書
籍
優
秀
賞
〟
（
Toshihide N
u-

m
ata Book Prize in Buddhis：
通
称

Toshi Prize）の
設
立
立
を
支
援
し
ま
し

た
。
以
来
、
米
国
で
審
査
委
員
会
が
開
催

さ
れ
公
正
な
審
議
の
上
、英
語
で
執
筆
さ

れ
た
仏
教
学
術
書
籍
の
中
か
ら
優
秀
な

書
籍
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
者
に
は
賞
金
が
贈
呈
さ
れ
、受
賞

式
と
記
念
講
演
が
米
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
バ
ー
ク
レ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。過
去
に
は
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ロ
ブ
ソ
ン

博
士
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）
、
ト
ッ
ド
・

ル
イ
ス
博
士（
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ホ
ー

リ
ー
ク
ロ
ス
）（
共
著
者
：
サ
バ
ル
ナ
・

マ
ン
・
ト
レ
イ
ダ
ー
教
授
）な
ど
が
受
賞

し
て
い
ま
す
。

平
成
25（
２
０
１
３
）年
度
の
受
賞
は
、

ダ
ニ
エ
ル
･ア
ー
ノ
ル
ド
博
士
（
シ
カ
ゴ

大
学
）の〝
Brains, Buddhas, and Be-

lieving: The Problem
 of Intention-

ality in Classical Buddhist and

Cognitive-Scientific Philosophy of

M
ind〟（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
版
：
2012

年
）
で
す
。
11
月
15
日
に
執
り
行
わ
れ
た

受
賞
式
で
は
、
記
念
公
演
（
於
バ
ー
ク
レ

ー
・
浄
土
真
宗
セ
ン
タ
ー
）と
し
て
、〝
心

の
仏
教
哲
学
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
〟と

銘
打
ち
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。そ
の
他
に
も
ア
ー
ノ
ル
ド
博
士
の
著

書
で
あ
る
“Buddhists, Brahm
ins

and Belief: Epistem
ology in South

Asian Philosophy of Religion”は
、

ア
メ
リ
カ
宗
教
学
会
主
催
の
宗
教
学
優

秀
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。ま
た
日
本
で

も
今
回
の
受
賞
を
記
念
し
、公
益
財
団
法

人
 仏
教
伝
道
協
会
主
催
で
、
東
京
と
京

都
で
も
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

沼
田
仏
教
書
籍
優
秀
賞
に
関
す
る
詳

細
は
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
・
仏
教
学
セ
ン

タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
http://bud-

dhiststudies.berkeley.edu/bookpri

ze/）
ま
た
は
当
財
団
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
て
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

※
そ
の
他
米
国
仏
教
伝
道
協
会
の
活
動

に
関
す
る
詳
細
は
直
接
現
地
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

シャーフ仏教センター所長
による審査報告“沼田智秀仏教書籍優秀賞”授与（アーノルド博士：左）

受賞基調講演をするアーノルド博士
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紹介

メキシコ仏教伝道協会 NORTH AMERICA

世界における仏教伝道協会

メ
キ
シ
コ
惠
光
寺
で
の
〝
仏
前
結
婚
式
〟

昭
和
60（
１
９
８
５
）年
に
設
立
さ
れ
た

メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
（
メ
キ
シ
コ
惠

光
寺
）で
は
、現
在
ま
で
に
メ
キ
シ
コ
全
土

の
１
０
０
０
軒
以
上
も
の
ホ
テ
ル
並
び
に

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
客
室
に「
仏
教
聖
典
」

を
寄
贈
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
既
に
15
万

冊
を
超
え
て
い
ま
す
。
メ
キ
シ
コ
惠
光
寺

に
お
い
て
は
、
超
宗
派
の
単
立
仏
教
寺
院

と
し
て
様
々
な
日
本
文
化
の
伝
承
を
行
い

つ
つ
、
約
２
千
万
の
人
口
を
抱
え
る
メ
キ

シ
コ
市
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
メ
キ
シ
コ
で
は
、
時
代
の

流
れ
と
共
に
様
々
な
事
柄
に
変
化
が
生
じ

て
い
ま
す
。そ
の
１
つ
が〝
結
婚
式
〟に
対

す
る
意
識
で
す
。
日
本
で
も
近
年
結
婚
式

を
挙
げ
な
い
夫
婦
や
盛
大
に
式
・
披
露
宴

を
執
り
行
う
夫
婦
な
ど
、
結
婚
の
形
は
多

様
化
し
て
い
ま
す
が
、
元
来
カ
ト
リ
ッ
ク

教
国
と
い
わ
れ
る
メ
キ
シ
コ
で
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
結
婚
式
が
大
半
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
は
そ
れ

も
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
最
近
最
も
増
え

て
い
る
の
は
婚
姻
届
も
出
さ
ず
結
婚
式
も

行
わ
な
い
い
わ
ゆ
る
内
縁
関
係（
同
棲
）の

み
の
結
び
つ
き
で
、
婚
姻
届
の
提
出
だ
け

で
結
婚
生
活
を
始
め
る
と
い
う
夫
婦
も
急

増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
理
由
と
し
て

多
く
挙
げ
ら
れ
る
の
は
結
婚
式
に
か
か
る

資
金
の
不
足
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、現
在
日
本
的
な〝
仏
前
結
婚

式
〟
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
メ
キ
シ
コ

惠
光
寺
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
キ
シ
コ
惠
光
寺
を
訪
れ
る
方
は
、
現

地
の
人
び
と
で
大
半
を
占
め（
平
成
24（
２

０
１
３
）年
現
在
、１
４
４
名
の
メ
キ
シ
コ

人
門
徒
が
在
籍
中
）、平
成
24（
２
０
１
３
）

年
度
に
惠
光
寺
に
て
挙
式
を
さ
れ
た
メ
キ

シ
コ
人
夫
婦
は
４
組
に
の
ぼ
り
ま
す
。
そ

の
内
３
組
が
仏
教
徒
と
し
て
、
残
る
１
組

も〝
仏
教
〟に
惹
か
れ
仏
式
で
華
や
か
に
結

婚
式
を
挙
げ
た
か
っ
た
よ
う
で
す
。
カ
ト

リ
ッ
ク
教
の
中
で
も
特
に
現
地
に
根
ざ
し

た
聖
母
信
仰
が
根
強
い
メ
キ
シ
コ
に
お
い

て
、
日
本
仏
教
寺
院
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
恵

光
寺
に
て
仏
教
徒
と
な
り
、
ま
た
日
本
の

文
武
活
動
に
多
く
の
現
地
の
方
が
た
に
お

集
ま
り
い
た
だ
い
て
い
る
と
言
う
事
は
、

メ
キ
シ
コ
人
の
精
神
的
支
柱
の
変
化
を
も

予
感
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
結
婚
と
い
う
人

生
の
大
き
な
節
目
に〝
仏
前
結
婚
式
〟を
希

望
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
等
の
事
実

も
、
超
宗
派
を
掲
げ
る
メ
キ
シ
コ
惠
光
寺

の
活
動
が
、
仏
教
と
日
本
文
化
の
中
心
と

し
て
徐
々
に
現
地
に
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ

あ
る
と
言
え
ま
す
。

メ
キ
シ
コ
惠
光
寺
で
は
、
ご
門
徒
さ
ん

を
は
じ
め
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
が
た

が
仏
教
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
そ

の
受
け
入
れ
の
準
備
を
し
て
お
り
、〝
仏
前

結
婚
式
〟
の
よ
う
に
人
生
の
節
目
に
も
気

軽
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、

よ
り
開
か
れ
た
活
動
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

※
そ
の
他
メ
キ
シ
コ
仏
教
伝
道
協
会
の
活

動
に
関
す
る
詳
細
は
直
接
現
地
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

“仏前結婚式”を挙げたメキシコ人カップル４組

メキシコ惠光寺外観
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NORTH AMERICA

平
成
25（
２
０
１
３
）理
事
会

平
成
25（
２
０
１
３
）年
度
ハ
ワ
イ
仏
教

伝
道
協
会（
Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
）理
事
会
が
２

月
14
日
に
Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
事
務
局
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。日
本
か
ら
も
沼
田
智
秀
会

長
、生
田
忠
士
常
務
理
事
が
参
加
、Ｂ
Ｄ
Ｋ

ア
メ
リ
カ
か
ら
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ナ
ガ
タ

理
事
長
な
ど
多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
会
後
は
マ
イ
ケ
ル
・
モ
ア
教
授

（
ハ
ワ
イ
大
学
）、エ
リ
ザ
ベ
ッ
タ
・
ポ
ー

シ
ュ
博
士
（
ハ
ワ
イ
大
学
沼
田
講
座
担
当

教
授
）、ユ
ー
ゴ
・
デ
ッ
シ
博
士（
ラ
イ
プ

チ
大
学
）、ケ
ビ
ン
・
ク
ニ
ユ
キ
師（
仏
教

学
セ
ン
タ
ー
）ら
が
昼
食
会
に
参
加
、交
流

を
深
め
、昼
食
後
は
、ハ
ワ
イ
・
日
本
文
化

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
て
い
る
〝
ハ
ワ

イ
に
お
け
る
日
本
仏
教
寺
院
〟展（
タ
ナ
ベ

理
事
長
主
催
）
の
見
学
へ
と
向
か
い
ま
し

た
（
次
記
事
に
続
く
）
。

〝
ハ
ワ
イ
に
於
け
る
日
本
仏
教
寺
院
〟

特
別
展
開
催

Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
理
事
長
・
タ
ナ
ベ
夫
妻

共
著
〝
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
仏
教
寺
院

図
鑑
〟（
ハ
ワ
イ
大
学
出
版
）の
刊
行
を
記

念
し
、
ハ
ワ
イ
・
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
特
別
展
示
会
は
、
好
評
に

つ
き
２
０
１
２
年
12
月
か
ら
２
０
１
３
年

２
月
ま
で
３
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
一
般
に
公

開
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
に
は
ハ
ワ
イ
州
知
事
・
ニ
ー

ル
・
ア
バ
ク
ロ
ン
ビ
ー
氏
も
来
場
し
、特

に
木
製
の
薄
く
彫
ら
れ
た
観
音
像
（
写

真
）
に
大
変
興
味
を
示
し
、
会
期
後
に
は

天
台
宗
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
像
を
知
事
室

に
飾
る
な
ど
、熱
心
に
展
示
を
鑑
賞
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
に
設
立
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
仏
教
伝
道
協
会
で
は
、
「
仏

教
聖
典
」
を
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
他
の
寺
院
、
ホ
テ
ル
や
そ
の
他
施
設

へ
寄
贈
し
、
地
元
に
根
ざ
し
た
活
動
を
目
指
し
ハ
ワ
イ
大
学
や
チ
ャ
ミ
ン
ナ
ー
デ

大
学
に
於
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
も
し
て
い
ま
す
。

BDK ハワイ理事関係者と沼田会長

珍しい観音像に興味深々のアバク
ロンビーハワイ州知事（右）
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紹介

ハワイ仏教伝道協会

世界における仏教伝道協会

Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
・
タ
ナ
ベ
理
事
長

旭
日
中
綬
章
受
賞

Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
理
事
長
で
ハ
ワ
イ
大
学

宗
教
学
部
名
誉
教
授
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ナ

ベ
氏
が
平
成
26（
２
０
１
４
）年
１
月
、旭

日
中
綬
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。
日
本
政
府

は
タ
ナ
ベ
氏
の
長
年
に
わ
た
る
日
本
仏
教

学
へ
の
貢
献
、
ハ
ワ
イ
大
学
宗
教
学
部
で

の
27
年
間
に
も
及
ぶ
教
授
実
績
（
平
成
18

（
２
０
０
６
）
年
に
退
官
）
を
高
く
評
価
。

そ
し
て
平
成
13（
２
０
０
１
）年
に
オ
ア

フ
島
沖
で
発
生
し
た
「
え
ひ
め
丸
」
事
故

（
愛
媛
県
立
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
の
練

習
船「
え
ひ
め
丸
」が
浮
上
し
て
き
た
ア
メ

リ
カ
海
軍
の
原
子
力
潜
水
艦
「
グ
リ
ー
ン

ビ
ル
」に
衝
突
さ
れ
沈
没
し
た
事
故
。乗
務

員
の
35
名
の
う
ち
、
え
ひ
め
丸
に
取
り
残

さ
れ
た
教
員
５
名
、生
徒
４
名
が
死
亡
し
、

救
出
さ
れ
た
う
ち
９
名
が
P
T
S
D
（
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
と
診
断
さ
れ
た
。
）

の
際
、
当
時
ハ
ワ
イ
大
学
宗
教
学
部
長
で

あ
っ
た
タ
ナ
ベ
氏
が
、
遺
体
引
き
揚
げ
時

の
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定
し
、
若
い
米
国

人
潜
水
士
た
ち
に
、
日
本
的
な
遺
体
や
遺

品
そ
し
て
遺
族
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な

配
慮
と
接
し
方
を
指
導
。
引
き
揚
げ
作
業

を
全
面
的
に
支
援
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
互

い
が
冷
静
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
出
来
、

日
米
の
親
善
関
係
に
大
き
く
貢
献
し
た
と

の
こ
と
で
、平
成
19（
２
０
０
７
）年
に
外

務
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
全

て
の
貢
献
活
動
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の

旭
日
中
綬
章
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

高
瀬
武
三
師
ご
夫
妻
表
敬
訪
問

『
和
文
仏
教
聖
典
』刊
行
に
あ
た
り
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
高
瀬
武
三
先
生
ご
夫
妻
が

平
成
25（
２
０
１
３
）年
１
月
、Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ

ワ
イ
事
務
局
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
高
瀬

先
生
か
ら
は
来
年
50
周
年
を
迎
え
る
仏
教

伝
道
協
会
の
長
い
歴
史
に
つ
い
て
、
ま
た

編
纂
当
時
の
沖
町
な
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。現
在
で
は
Kindle（
キ
ン
ド
ル
）版
電

子
書
籍
で
も
お
な
じ
み
に
な
り
つ
つ
あ
る

「
仏
教
聖
典
」の
発
展
は
、高
瀬
先
生
の
元

気
の
源
だ
そ
う
で
す
。

Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
〝
説
法
体
験
講
座
〟
開
催

Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
で
は
平
成
24
（
２
０
１

３
）年
８
月
５
日
、12
日
、19
日
の
３
日
間
、

３
週
間
に
わ
た
り
初
め
て
の
試
み
で
あ

る
、宗
派
を
問
わ
な
い
、現
地
開
教
師
た
ち

に
向
け
た
無
料
の〝
説
法
体
験
講
座
〟を
開

講
し
ま
し
た
。当
然
誰
し
も
、ビ
デ
オ
撮
影

さ
れ
た
自
分
が
ス
ピ
ー
チ
す
る
姿
を
観
た

り
、
そ
れ
ら
を
お
互
い
に
批
評
し
あ
っ
た

り
す
る
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

自
ら
の
説
法
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
５
名
限
定
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
ヒ
ロ
コ
・

マ
エ
ダ
氏（
浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
）、マ

コ
ト
・
ホ
ン
ダ
氏
（
浄
土
真
宗
東
本
願
寺

派
）、ア
ー
ル
・
イ
ケ
ダ
氏（
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
）
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ナ
カ
モ
ト
氏

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）、コ
ウ
ジ
・
エ
ザ

キ
氏
（
浄
土
宗
）
で
す
。

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
短
い
法
話
を
し

て
、そ
れ
ら
を
全
て
録
画
し
、録
画
さ
れ
た

映
像
を
全
員
で
鑑
賞
、
長
所
と
短
所
を
出

し
合
い
ま
す
。は
じ
め
は
、話
す
ス
ピ
ー
ド

や
身
振
り
手
振
り
、目
線
の
や
り
方
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
話
す
か
の
み
を
意
識
し
ま
す

が
、回
を
重
ね
る
毎
に
、段
々
と
何
を
言
い

た
い
の
か
に
視
点
が
向
い
て
き
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
法
話
を

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
改
善
点
を
も
っ
て
、ど
ん

ど
ん
自
信
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
毎
回
緊
張
の
面
持
ち
で
準

備
に
励
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
が
、
Ｂ
Ｄ

Ｋ
ハ
ワ
イ
か
ら
は
無
料
で
昼
食
も
振
る
舞

わ
れ
、
段
々
と
参
加
者
同
士
で
打
ち
解
け

た
雰
囲
気
と
な
る
に
つ
れ
、
み
な
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
笑
み
も
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
互
い
の
改
善
点
を
積
極
的
に
議

論
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
話
し

手
に
な
る
こ
と
を
意
識
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
他
宗
派
の
開
教
師
た
ち
と
交
流

す
る
こ
と
の
出
来
る
貴
重
な
機
会
と
も
な

っ
た
と
、み
な
満
足
な
様
子
で
、修
了
時
に

は
６
ヶ
月
後
の
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

今
回
は
５
名
限
定
で
の
開
講
で
し
た

が
、
他
多
数
の
参
加
希
望
者
が
い
る
こ
と

も
あ
り
、現
在
、オ
ア
フ
島
だ
け
で
は
な
く

ハ
ワ
イ
の
他
の
島
々
で
の
開
催
も
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
Ｂ
Ｄ
Ｋ
ハ
ワ
イ
で

は
、
そ
の
他
に
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
仏

教
音
楽
の
体
験
講
座
も
企
画
中
で
す
。

※
そ
の
他
ハ
ワ
イ
仏
教
伝
道
協
会
の
活
動

に
関
す
る
詳
細
は
直
接
現
地
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

ホノルル日本国総領事 重枝豊英氏（右）から旭日中綬章を授
与され笑顔のBDKハワイ理事長 ジョージ・タナベ氏（左）

映像を通して自らの説法を確認し合う参加者
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EUROPE

庭
園
祭

平
成
25（
２
０
１
３
）年
７
月
13
日
に
ド

イ
ツ「
惠
光
」日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
の
夏
の

恒
例
行
事
と
な
っ
た
庭
園
祭
が
開
催
さ

れ
、
８
０
０
名
を
超
え
る
方
が
た
が
集
ま

り
ま
し
た
。

沼
田
智
秀
会
長（
仏
教
伝
道
協
会
）の
挨

拶
に
続
き
、
本
堂
正
面
に
設
営
し
た
舞
台

で
、和
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。演

奏
を
行
っ
た
の
は「
和
同
響
」と
呼
ば
れ
る

ド
イ
ツ
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
ド
イ
ツ
国
内

の
様
々
な
都
市
で
活
動
し
て
お
り
、
大
変

な
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。毎
年
、太
鼓
の

音
を
聞
い
て
祭
り
の
存
在
を
知
り
、
惠
光

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
来
ら
れ
る
近
隣
の

方
が
た
も
非
常
に
多
い
よ
う
で
す
。

和
太
鼓
の
後
は
、
日
本
舞
踊
が
披
露
さ

れ
、花
柳
智
絹
氏（
花
柳
流
師
範
）と
そ
の

生
徒
た
ち
に
よ
る
舞
は
多
く
の
人
び
と
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
演
目
の
途
中
で
花

柳
先
生
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
観
客
が
ス

テ
ー
ジ
に
あ
が
っ
て
の
盆
踊
り
が
行
わ

れ
、日
本
人
、ド
イ
ツ
人
問
わ
ず
ス
テ
ー
ジ

で
輪
を
作
っ
て
踊
る
様
子
は
、
ま
さ
に
日

本
の
夏
祭
り
を
思
わ
せ
る
光
景
で
し
た
。

太
鼓
・
日
本
舞
踊
以
外
に
も
恵
光
幼
稚

園
児
に
よ
る
遊
戯
、琴
の
演
奏
、忍
術
披
露

な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
３
時
間
を

超
え
る
長
丁
場
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の

観
客
が
最
後
ま
で
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

ま
た
、
催
し
は
屋
外
だ
け
で
な
く
館
内

惠光幼稚園　園児たちによる踊りの披露

館内における生け花展 「和同響」による和太鼓演奏



29 BDK Newsletter 道　─みち─

  
   

     
       

    
  

 

 
       

     
     

  

  
  

      
     

   
       

  

   
c      

      
     

     
  

    
      

       
       

  

  
  

   　     
     

  
 

   
  

       
   
  

  

  
       

     
  

  
    

    
         
        
     

  

 

 

ヨーロッパ仏教伝道協会

紹介 世界における仏教伝道協会

で
も
行
わ
れ
、
日
本
家
屋
で
は
倉
本
宗
信

氏（
裏
千
家
ド
イ
ツ
駐
在
講
師
）に
よ
る
お

茶
会
、
地
下
の
ホ
ワ
イ
エ
・
セ
ミ
ナ
ー
ル

ー
ム
で
は
渡
邊
絹
代
氏（
池
坊
総
華
督
）と

生
花
コ
ー
ス
の
生
徒
達
に
よ
る
展
覧
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。庭
園
祭
当
日
は
、近
所
の

ラ
イ
ン
川
河
畔
に
は
キ
ル
メ
ス
と
呼
ば
れ

る
移
動
遊
園
地
も
登
場
し
、
近
隣
一
帯
が

大
変
多
く
の
人
び
と
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

現
在
、
惠
光
セ
ン
タ
ー
を
有
す
る
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
に
は
多
く
の
日
本
人
が

居
住
し
、毎
年
５
月
に
は
Japan Tag（
日

本
デ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大

規
模
の
日
本
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
日
本
と
大
変
繋
が
り
の
深
い
都
市

に
な
っ
て
い
ま
す
。
惠
光
セ
ン
タ
ー
の
存

在
に
よ
っ
て
、同
市
在
住
の
日
本
人
は
、遠

く
離
れ
た
外
国
に
あ
り
な
が
ら
日
本
文
化

と
親
し
み
深
い
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
、
又
そ
れ
を
通
し
て
ド
イ
ツ
人
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

地
元
で
育
っ
た
ド
イ
ツ
の
人
び
と
に
と
っ

て
は
、
日
本
固
有
の
行
事
・
文
化
な
ど
を

理
解
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ド
イ

ツ「
惠
光
」日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、今
後

も
こ
の
よ
う
な
行
事
を
通
し
て
、
ド
イ
ツ

を
は
じ
め
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
日

本
の
架
け
橋
と
な
る
べ
く
活
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
沼
田
仏
教
セ
ン
タ
ー

平
成
25（
２
０
１
３
）年
７
月
11
日
、ハ

ン
ブ
ル
ク
大
学
に
て
「
沼
田
仏
教
セ
ン
タ

ー
」開
設
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、セ
ン
タ
ー

開
設
に
あ
た
り
支
援
い
た
だ
い
た
仏
教
伝

道
協
会
よ
り
沼
田
会
長
を
は
じ
め
と
し
多

数
が
参
席
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
詰
め

掛
け
た
市
民
を
前
に
フ
ル
ー
ト
と
チ
ェ
ン

バ
ロ
の
演
奏
で
始
ま
り
、桂
教
授（
龍
谷
大

学
）、シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
教
授（
ハ
ン

ブ
ル
ク
大
学
）
を
皮
切
り
に
各
研
究
者
に

よ
っ
て
〝
世
界
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
現

状
に
つ
い
て
〟の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
に
続
き
沼
田
会
長
か
ら
以
下
の

よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
、
「
仏
教
伝
道
協
会

は
、沼
田
仏
教
講
座
、B
D
K
留
学
生
奨
学

金
制
度
、
そ
の
他
様
々
な
仏
教
学
術
支
援

を
続
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
優
れ
た
学

者
・
研
究
者
が
、
現
代
の
仏
教
学
術
界
を

背
負
う
人
材
と
し
て
様
々
な
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
誇
り
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。又
こ
の
度
は
、ハ
ン
ブ
ル
ク
大

学
を
中
心
と
し
て
ド
イ
ツ
を
始
め
、
欧
州

全
体
に
お
け
る
仏
教
学
研
究
を
よ
り
大
き

く
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
、
レ
ン
ツ
ェ
ン

学
長
を
は
じ
め
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
教
授
の

熱
い
思
い
で
、
沼
田
仏
教
学
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
本
当
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー

が
大
き
く
発
展
し
、
欧
州
に
お
け
る
仏
教

学
術
の
興
隆
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
よ
う

我
々
、
仏
教
伝
道
協
会
も
出
来
る
限
り
の

支
援
を
し
た
く
思
い
ま
す
。」最
後
に「
ハ

ン
ブ
ル
ク
大
学
沼
田
仏
教
セ
ン
タ
ー
」
の

プ
レ
ー
ト
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
に
て
一
行
は
レ
ン
ツ

ェ
ン
学
長
を
表
敬
訪
問
、
同
大
学
に
お
け

る
研
究
と
教
育
の
理
念
に
つ
い
て
話
を
伺

い「
沼
田
仏
教
セ
ン
タ
ー
」の
意
義
を
あ
ら

た
め
て
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
学
研
究
室

で
は
担
当
教
授
陣
を
訪
問
、
司
書
の
方
よ

り
日
本
学
関
係
の
図
書
を
中
心
に
ご
案
内

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
国
内
で
最
も

歴
史
の
あ
る
日
本
学
研
究
室
に
は
、
多
数

の
貴
重
な
文
献
が
揃
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
資
料
を
駆
使
し
て
、博
士
、修
士
課
程
の

学
生
た
ち
が
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
後
ク
ヴ
ェ
ン
ツ
ァ
ー
教
授
（
ハ
ン
ブ
ル

ク
大
学
）の
授
業
を
見
学
、て
き
ぱ
き
と
展

開
さ
れ
る
日
本
仏
教
史
の
内
容
や
学
生
た

ち
の
反
応
が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

ハンブルク大学沼田仏教センタープレート

ハンブルク大学関係者と沼田会長

「沼田仏教センター」開設式典



感
　
謝

私
た
ち
は
、
身
近
な
人
に
不
足
や
不
平
は
言
い
ま
す
が
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
心
か
ら
感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

身
近
な
人
の
有
り
難
さ
が
な
か
な
か
受
け
取
れ
な
い
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」
と
頭
が
下
が
ら
な
い
の
で
す
。

も
っ
と
言
い
ま
す
と
、

身
近
な
人
に
対
す
る
甘
え
と
い
う
か
要
望
が
強
す
ぎ
て
、

何
を
し
て
も
ら
っ
て
も
「
当
た
り
前
」「
当
然
」
と
受
け
流
し
、

そ
れ
を
文
字
通
り
「
有
る
こ
と
難
い
」
こ
と
と
受
取
る
心
を
失
っ
て
い
る
か
ら
、

何
を
し
て
も
ら
っ
て
も
感
謝
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
す
。

自
分
の
在
り
方
が
少
し
で
も
見
え
た
ら
、

私
の
よ
う
な
自
分
勝
手
な
人
間
の
為
に
、

身
近
な
人
は
よ
う
こ
そ
よ
う
こ
そ
、

何
か
に
つ
け
て
気
に
か
け
て
く
だ
さ
る
と
、

感
謝
の
念
も
自
然
に
出
て
く
る
の
で
す
が
、

自
分
を
よ
ほ
ど
立
派
な
人
間
と
思
い
上
が
っ
て
い
る
か
ら
、

何
を
し
て
も
ら
っ
て
も
「
あ
り
が
と
う
」
と
頭
が
下
が
ら
な
い
の
で
す
。

感
謝
は
、
自
分
を
知
っ
た
人
の
言
葉
で
あ
り
行
動
で
す
。

自
分
を
知
る
こ
と
が
一
大
事
で
す
。

（
仏
教
伝
道
協
会
会
長
沼
田
智
秀
著
『
さ
さ
え
あ
っ
て
』
│
百
八
つ
の
お
も
い
│
よ
り
）
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